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はじめに 

 

 

 CLT を活用した建築物等実証事業は、林野庁補助事業により（公財）日本住宅・木材技術

センターと木構造振興（株）が平成 26 年度から実施してきた事業である。CLT（直交集成

板）という新しい木質材料を普及するため、主に建築物への利用を想定して先駆的な建築提

案等を公募し、その建築費等を助成するものである。事業の実施にあたっては、単に建築等

を行うだけではなく、課題点の抽出や解決法の提案も含めて報告してもらうことが特徴であ

る。平成 29 年度までの 4 年間で、実に 50 件近い実証事業が行われてきた。これにより多く

の成果が明らかとなってきたので、一つの区切りとして取りまとめの報告書を作成すること

とした。 

 実証事業においては、実施年度の最後に成果報告会を開催する。その際、報告の最後に話

題を深めるため、有識者を交えてパネルディスカッションを行うことを恒例としてきた。そ

のテーマも実証事業の変遷を如実に表していると思われるので紹介したい。 

平成 26 年度 CLT の普及に向けて 

平成 27 年度 CLT の可能性 普及への課題と展望 

平成 28 年度 未来を拓く CLT ―これまでの成果とこれからの飛躍― 

平成 29 年度 CLT がもたらす新たな建築の世界 

 

 CLT を活用した建築物が一般化し、さらなる展開をしていくために、この報告書がその一

助となれば幸いである。 

 最後に、事業の実施にあたり貴重なご意見をいただいた CLT を活用した建築物等実証事業

検討委員会委員を始め、関係各位に厚くお礼を申し上げる。 
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理事長  古久保 英嗣  
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1. CLT を活用した建築物等実証事業の実績 
1.1 実証事業の実施と成果 

CLT（直交集成板）は、これまで木材があまり使われてこなかった非住宅や中高層建

築物などの分野で活用されることにより、木材の新たな需要を創出し、林業・木材産業

の成長産業化ひいては地方創生にもつながる一方策として期待されている。こうした

中、CLT の建築材料としての普及に当たっては、平成 28 年の建築基準法 （昭和 25 年

法律第 201 号）に基づく CLT に関する告示の公布・施行を踏まえ、CLT を用いた建築

物の一般的な設計法や施工方法等を普及するとともに、今後は、中高層建築物等での

活用や RC 造などの他工法と比較して、遜色ないコストを実現する工法などを実証し、

建築実績を積み重ねることにより、CLT の需要を拡大していくことが必要とされてい

る。 
このため、CLT を活用した建築物等実証事業は CLT の多様な活用事例を全国各地に

創出する観点から、CLT を活用した普及性や先駆性が高い建築物等の設計・建築等の

実証についての提案を募り、その過程により、新たな発想等を引き出すとともに、普及

のための課題点やその解決方法を明らかにし、具体的な需要につなげることを目的と

して実施してきた。 
木構造振興（株）（以下、「木構振」という。）と（公財）日本住宅・木材技術センタ

ー（以下、「住木センター」という。）は、共同で CLT を活用した建築物の設計・建築

等の事業を募集し、実証性の高い優れた提案を選定し、採択された実施者によって実

証事業を実施してきたところである。事業の進行に当たっては、有識者により構成さ

れた「CLT を活用した建築物等実証事業検討委員会（以下、検討委員会という。）」を

設置し、事業の進行方法、応募された実証事業の審査、現地調査、事業取りまとめ等に

関して意見を得てきた。 
平成 26 年度より事業を実施し、平成 29 年度までの 4 年間で実に 50 件近い実証事

業が行われてきた。これにより多くの成果が明らかとなってきたので、一つの区切り

として取りまとめの報告書を作成することとした。 
 
1.2 実証事業実施一覧 

平成 26 年度から平成 29 年度までの実証事業の実施概要と成果一覧を表 1 に示す。

平成 26 年度が 4 件、平成 27 年度が 5 件（うち 1 件は平成 27 年度補正にも実施）、

平成 27 年度補正が 12 件（うち 1 件は平成 29 年度にも実施）、平成 28 年度が 7 件、

平成 28 年度補正が 15 件、平成 29 年度が 6 件、のべ実施件数で 49 件、建築物とし

て 47 件である。平成 26 年度当初はまだ CLT パネル工法の建築基準法関連告示も施

行されておらず、CLT パネル工法による建築は時刻歴応答解析を行う必要があるなど

高いハードルがあった。よって林野庁補助事業としても、まずは実績作りという感が

強かった。そのような状況においても既存の建築基準法の範囲内で CLT を床や壁に
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部分的に採用するアイデアも複数見られた。平成 27 年度補正事業頃から、平成 28 年

早々に施行される予定とされていた CLT パネル工法告示を見越したパネル工法によ

る建築計画が続々と提案されてきた。平成 28 年度頃は、まずは新しいパネル工法に

チャレンジしてみよう、という計画も多かったと思われる。その後平成 29 年度にお

いては、ただ CLT パネル工法によって建てるだけではなく、コスト的にもきちんと

見合うもの、CLT の適材適所の使い方についての検討が始まってきた。今後は建築計

画や施工方法についてもよりブラッシュアップされ、CLT 建築の新しい道が拓けるこ

とを期待している。 
 なお、各事業の詳細な報告については実施年度の事業報告書をご参照いただきた

い。 
 
■CLT 活用建築物等実証事業報告書 
（ 公財）日本住宅・木材技術センターHP 

http://www.howtec.or.jp/publics/index/102/ 
平成 26 年度 CLT 等新たな製品・技術活用建築物実証事業 報告書 
平成 27 年度 CLT 建築等新たな製品・技術を活用した建築物の実証事業 報告書 
平成 27 年度補正 CLT を活用した建築物の実証事業 報告書 
平成 28 年度 CLT（直交集成板）を活用した先駆的な建築物の建設等支援事業 報告書 
平成 28 年度補正 協議会が取り組む実証的建築支援事業 報告書 
平成 29 年度 CLT（直交集成板）を活用した先駆的な建築物の建設等支援事業 報告書 
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1.3 竣工済建築物の経過観察アンケート 

 平成 26 年度から平成 28 年度までに実施し建築された案件について、その後の経過

状況についてアンケートを行ったので次ページから掲載する。取得した回答は、平成

26 年度実施分 2 件、平成 27 年度実施分 3 件、平成 27 年度補正実施分 10 件、平成 28
年度実施分 5 件の合計 20 件である。アンケート実施時期がそれぞれ異なるのでまだ竣

工したばかりの頃のものが多いが、CLT を採用した経緯や竣工後の感想など、これか

ら CLT 建築を建てようと考えている方の参考になると思われる。 
  
  

- 12 -



- 13 -

1.3 竣工済建築物の経過観察アンケート 

 平成 26 年度から平成 28 年度までに実施し建築された案件について、その後の経過

状況についてアンケートを行ったので次ページから掲載する。取得した回答は、平成

26 年度実施分 2 件、平成 27 年度実施分 3 件、平成 27 年度補正実施分 10 件、平成 28
年度実施分 5 件の合計 20 件である。アンケート実施時期がそれぞれ異なるのでまだ竣

工したばかりの頃のものが多いが、CLT を採用した経緯や竣工後の感想など、これか

ら CLT 建築を建てようと考えている方の参考になると思われる。 
  
  

- 12 -



CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【26-1】 CLTの耐力実験とCLT工事の構造体建築実証

平成26年2月末日

平成28年12月21日

株式会社長谷萬　カスタムホームズ事業本部　工事部部長　恒田義久

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由
ヨーロッパでは多層階の構造材としての利用が10年以上採用実績があることか
ら、日本での新しい建築構造材として普及の可能性があると予想されるため。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点 構造計算の簡略化が可能、一般住宅接合金物の採用、フラットスラブを採用

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

45分準耐火仕様が求められる場所で、木材を使用した間仕切りは、石膏ボード
での被覆や防火設備が必要となる。

（４） （３）の問題点の解決方法
前面の開口幅を大きくとり、特定防火シャッターを設置することで、外側から内部
のCLTの現しを見えるようにした。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

該当なし

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

木造軸組住宅3階建てへの採用

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

準防火地域で木造軸組3階建ての建物において、CLTを鉛直力及び水平力を
負担する構造要素として取り入れる。

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

床・壁・天井を現しで採用しており、床に3種類の塗装工事を実施しして、観察
中。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

壁・天井のCLTはラミナの乾燥収縮による隙間が全般的にみられる。

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

床の3種類の塗装を比較して効果を確認する。また、汚れや劣化へ対応した改
修工事として、表面を研磨することも想定している。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

特になし

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地 夏場冬場ともに、室内の温度変化が少なく、居住環境は良い。

（２） 建物で気に入っている点 杉の表面の色が褪せた感じが良い

（３） 建物で気になる点
壁のCLTの表面が割れやささくれが発生して日常生活に影響が出ないか観察
し、無塗装のままで良いか塗装が必要かも検討が必要と思われる。

1.2　経過観察

1.3　その他

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時

- 14 -



写真

- 15 -

CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【26-1】 CLTの耐力実験とCLT工事の構造体建築実証

平成26年2月末日

平成28年12月21日

株式会社長谷萬　カスタムホームズ事業本部　工事部部長　恒田義久

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由
ヨーロッパでは多層階の構造材としての利用が10年以上採用実績があることか
ら、日本での新しい建築構造材として普及の可能性があると予想されるため。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点 構造計算の簡略化が可能、一般住宅接合金物の採用、フラットスラブを採用

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

45分準耐火仕様が求められる場所で、木材を使用した間仕切りは、石膏ボード
での被覆や防火設備が必要となる。

（４） （３）の問題点の解決方法
前面の開口幅を大きくとり、特定防火シャッターを設置することで、外側から内部
のCLTの現しを見えるようにした。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

該当なし

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

木造軸組住宅3階建てへの採用

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

準防火地域で木造軸組3階建ての建物において、CLTを鉛直力及び水平力を
負担する構造要素として取り入れる。

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

床・壁・天井を現しで採用しており、床に3種類の塗装工事を実施しして、観察
中。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

壁・天井のCLTはラミナの乾燥収縮による隙間が全般的にみられる。

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

床の3種類の塗装を比較して効果を確認する。また、汚れや劣化へ対応した改
修工事として、表面を研磨することも想定している。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

特になし

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地 夏場冬場ともに、室内の温度変化が少なく、居住環境は良い。

（２） 建物で気に入っている点 杉の表面の色が褪せた感じが良い

（３） 建物で気になる点
壁のCLTの表面が割れやささくれが発生して日常生活に影響が出ないか観察
し、無塗装のままで良いか塗装が必要かも検討が必要と思われる。

1.2　経過観察

1.3　その他

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時

- 14 -



CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【26-4】 併用住宅（くりばやし整骨院）新築工事におけるCLT床構面の有効性の
実証

平成26年5月9日

平成28年12月20日

鍋野友哉アトリエ/TMYA 主宰　鍋野友哉

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由

基本設計段階で施主からの要求事項を敷地条件や法的要件およびコストを考慮しながら
計画していくなかで１方向跳ね出し＋１階大スパンの平面計画となった。それをどのように
実現するかを意匠および構造設計で打合わせ、幾つかの案を意匠性および構造面から
検討し、CLTを２階床構面に用いる構法で進めることとなった。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
無柱で比較的大きなスパンと2150mmの１方向キャンチレバーを実現できた。ま
た、意匠的にも軒裏部と天井部に表しにすることで活用することができた。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

敷地が十分な広さが無いため、そこから生じる施工時の課題や長距離輸送の問
題、およびCLTの法的な位置づけ

（４） （３）の問題点の解決方法

軸組部分のプレカットを担当したナイスと交渉を行い、岡山の銘建で製作されたCLTをナイス相模原
市場で中継して、そこから現場に搬入する計画とした。また、現地に荷受けを行うスペースが無いた
め、車上で加工して引き渡し時に建て方を行う工程計画とした。また設計段階から軸組部分とCLTで
精度の差や建方時のズレなどが想定されたため、どこでそれらを吸収するかは設計段階で検討した。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

(3)は法的な問題点ではない為、特段関係は無い。また、基準法上の取扱は合
板同等扱いのため、特段影響は無かった。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

部分利用の場合：大スパンや跳ね出しが要求される木造建築物やRCでの部分
利用
CLT構法の場合：中規模集合住宅、事務所建築物等

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

カネシロ社屋（愛媛県）　伊奈の家（埼玉県）

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

外部で用いているところは軒裏なので、紫外線や雨の影響も無くほぼ竣工当初
と変わらないが、突き付け部分等はヤセによる隙間があるが、これも竣工当初か
ら多少存在したため特段影響は無い。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

予想以上に良好。

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

経過観察を行い、特段問題があれば適宜補修等計画する。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

遮音試験を行った。結果概要：タイヤ衝撃源でLr-70ボール衝撃源でLr-75

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地

CLTを整骨院スペースの天井仕上げ表しとして用いているため、来院する患者は特に施術中、CLT
で作られた木の天井を目にする事で、くつろぎや落ち着きなどを感じる事が出来ている。またCLT上
に配管スペースを設けて２重床とすることで音響性能も実際の使用上は問題無く使えており、総じてと
ても好感を持って使って頂いている。

（２） 建物で気に入っている点
CLTの天井に雲梯を後から追加したが、患者からもとても好評だ。これもCLTを
天井表しにしているため出来る事なので、それら含めてCLT天井はとても気に
入っている。（CLTに影響する部分のみの回答）

（３） 建物で気になる点 特になし

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時

- 16 -



写真
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【26-4】 併用住宅（くりばやし整骨院）新築工事におけるCLT床構面の有効性の
実証

平成26年5月9日

平成28年12月20日

鍋野友哉アトリエ/TMYA 主宰　鍋野友哉

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由

基本設計段階で施主からの要求事項を敷地条件や法的要件およびコストを考慮しながら
計画していくなかで１方向跳ね出し＋１階大スパンの平面計画となった。それをどのように
実現するかを意匠および構造設計で打合わせ、幾つかの案を意匠性および構造面から
検討し、CLTを２階床構面に用いる構法で進めることとなった。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
無柱で比較的大きなスパンと2150mmの１方向キャンチレバーを実現できた。ま
た、意匠的にも軒裏部と天井部に表しにすることで活用することができた。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

敷地が十分な広さが無いため、そこから生じる施工時の課題や長距離輸送の問
題、およびCLTの法的な位置づけ

（４） （３）の問題点の解決方法

軸組部分のプレカットを担当したナイスと交渉を行い、岡山の銘建で製作されたCLTをナイス相模原
市場で中継して、そこから現場に搬入する計画とした。また、現地に荷受けを行うスペースが無いた
め、車上で加工して引き渡し時に建て方を行う工程計画とした。また設計段階から軸組部分とCLTで
精度の差や建方時のズレなどが想定されたため、どこでそれらを吸収するかは設計段階で検討した。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

(3)は法的な問題点ではない為、特段関係は無い。また、基準法上の取扱は合
板同等扱いのため、特段影響は無かった。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

部分利用の場合：大スパンや跳ね出しが要求される木造建築物やRCでの部分
利用
CLT構法の場合：中規模集合住宅、事務所建築物等

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

カネシロ社屋（愛媛県）　伊奈の家（埼玉県）

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

外部で用いているところは軒裏なので、紫外線や雨の影響も無くほぼ竣工当初
と変わらないが、突き付け部分等はヤセによる隙間があるが、これも竣工当初か
ら多少存在したため特段影響は無い。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

予想以上に良好。

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

経過観察を行い、特段問題があれば適宜補修等計画する。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

遮音試験を行った。結果概要：タイヤ衝撃源でLr-70ボール衝撃源でLr-75

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地

CLTを整骨院スペースの天井仕上げ表しとして用いているため、来院する患者は特に施術中、CLT
で作られた木の天井を目にする事で、くつろぎや落ち着きなどを感じる事が出来ている。またCLT上
に配管スペースを設けて２重床とすることで音響性能も実際の使用上は問題無く使えており、総じてと
ても好感を持って使って頂いている。

（２） 建物で気に入っている点
CLTの天井に雲梯を後から追加したが、患者からもとても好評だ。これもCLTを
天井表しにしているため出来る事なので、それら含めてCLT天井はとても気に
入っている。（CLTに影響する部分のみの回答）

（３） 建物で気になる点 特になし

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時

- 16 -



CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27-2】 落とし込みCLT板壁の性能実証および大本静岡分苑新築工事での建
築実証

平成28年5月

平成28年12月25日

福山弘構造デザイン・代表・福山弘

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由
落とし込み板壁形式の建物を設計しているなかで、耐震性・気密性・長期安定性
など様々な点を解決するため。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点 板壁形式を前提とした場合、全ての性能が上がる。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

厚さの自由度が低い

（４） （３）の問題点の解決方法
告示の自由度を増して非等厚なども許容していくことと、流通量が増えてラミナ厚
のバリエーションが自然と増えていくとこなどかと考える。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

むしろ拘束されているかもしれない。分からない。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

いわゆる告示が想定する「CLT構造」の魅力は薄い。単純に大きな構造板として
使えれば使うところはいくらでもある。告示1898号またはそれに類する規定があ
ればよい。

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

H28年度のプロジェクト４種など。
他に住宅の床などで計画からくる条件に対する最良の解として、CLTスラブが浮
かぶことはままある。

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

今のところ特に大きな変化はない。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

今のところ特に大きな変化はない。

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

顕わしになっているので、特に外壁部分などは塗装が必要。見えているので時
期の判断は容易だと考えている。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

終了後には行っていない。

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地
大変満足している。この建物は外気との断熱性が高く、夏は涼しく冬は暖かいよ
うに感じる。遮音性も高く、内部の音が外に漏れることは少ない。今のところ、近
所からの苦情もない。

（２） 建物で気に入っている点
すべてが木で造られているので、健康的に感じる。
耐震性の面でも高性能である。当初落とし込み板壁で計画していたが、CLTを
使用することで予算内に収めることができた。

（３） 建物で気になる点
外装も全て木で仕上げられているため、今後のメンテナンスの必要性がどれくら
いあるのかが、少し予想がたたない。木の収縮などによる建て付けの狂いがどの
程度あるのか、今後見ていきたい。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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写真
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27-2】 落とし込みCLT板壁の性能実証および大本静岡分苑新築工事での建
築実証

平成28年5月

平成28年12月25日

福山弘構造デザイン・代表・福山弘

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由
落とし込み板壁形式の建物を設計しているなかで、耐震性・気密性・長期安定性
など様々な点を解決するため。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点 板壁形式を前提とした場合、全ての性能が上がる。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

厚さの自由度が低い

（４） （３）の問題点の解決方法
告示の自由度を増して非等厚なども許容していくことと、流通量が増えてラミナ厚
のバリエーションが自然と増えていくとこなどかと考える。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

むしろ拘束されているかもしれない。分からない。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

いわゆる告示が想定する「CLT構造」の魅力は薄い。単純に大きな構造板として
使えれば使うところはいくらでもある。告示1898号またはそれに類する規定があ
ればよい。

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

H28年度のプロジェクト４種など。
他に住宅の床などで計画からくる条件に対する最良の解として、CLTスラブが浮
かぶことはままある。

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

今のところ特に大きな変化はない。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

今のところ特に大きな変化はない。

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

顕わしになっているので、特に外壁部分などは塗装が必要。見えているので時
期の判断は容易だと考えている。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

終了後には行っていない。

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地
大変満足している。この建物は外気との断熱性が高く、夏は涼しく冬は暖かいよ
うに感じる。遮音性も高く、内部の音が外に漏れることは少ない。今のところ、近
所からの苦情もない。

（２） 建物で気に入っている点
すべてが木で造られているので、健康的に感じる。
耐震性の面でも高性能である。当初落とし込み板壁で計画していたが、CLTを
使用することで予算内に収めることができた。

（３） 建物で気になる点
外装も全て木で仕上げられているため、今後のメンテナンスの必要性がどれくら
いあるのかが、少し予想がたたない。木の収縮などによる建て付けの狂いがどの
程度あるのか、今後見ていきたい。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27-3】 埼玉工場事務所棟の建築実証

平成28年2月29日

平成28年12月21日

三井ホームコンポーネント株式会社　開発営業本部施設開発部施設開発グループ
主査　山本　剛

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

（４） （３）の問題点の解決方法

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地

（２） 建物で気に入っている点

（３） 建物で気になる点

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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写真

- 21 -

CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27-3】 埼玉工場事務所棟の建築実証

平成28年2月29日

平成28年12月21日

三井ホームコンポーネント株式会社　開発営業本部施設開発部施設開発グループ
主査　山本　剛

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

（４） （３）の問題点の解決方法

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地

（２） 建物で気に入っている点

（３） 建物で気になる点

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27-4】 （仮称）café CLT新築工事の建築実証

平成28年4月

平成28年12月15日

内海彩（内海彩建築設計事務所/設計者）、中田義成（有限会社エヌツー取締
役/利用者）

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由 在庫のCLTを有効に活用できるとよいと考えたため

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点 建築をシンプルに構成し、表現することができた点

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

あらわしで使ってみたいと思わせる材料だが、納まりの精度はあまり期待できな
い

（４） （３）の問題点の解決方法
見せ方に関しては、精度の高さを見せるのではなく、ざっくり作っているようでよく
考えられたディテールを心がけていくのがよいのではないか。工具にも工夫の余
地があると思う。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

上記は告示とは関係ない点と思われる

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

規則的に整形の壁が（部屋が）並ぶタイプの建物に採用しやすいと考えるが、
RCやSとの混構造、３次元データをもとにCLTパネルを切り出し、削り出す不整形
なパーツで組み立てるような建築物も想定されるのではないか

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

都内某所で３階建て商業施設を検討中

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

砂浜に面する外装デッキ材（セランガンバツ材）の変色
（茶色→灰色）

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

変色は予想範囲内だが、予想していたよりも変化が速い

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

外装デッキ材に含浸タイプの木材保護塗料の塗布（今年度中、春先までに）
内部の床は、汚れ具合に応じて検討する。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

特になし

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地
快適に使っています。
階段状の屋根がルーバー代わりになり、日中は日よけになり、夕方は日が差し込
みます。ガラス面が多い割に温度変化が小さいです。

（２） 建物で気に入っている点
無垢の木に囲まれており、のんびりと時間を過ごせます。
香りや色調も癒しの要素になっています。
前面の国道と背面の海に挟まれた過酷な環境ですが気になりません。

（３） 建物で気になる点
木材をあらわしで使っているため汚れ、シミ等が気になる。CLTの床材は研磨し
て再塗装で予定しているが浸透度によっては手間のかかる工事となる。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時

- 22 -



写真
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27-4】 （仮称）café CLT新築工事の建築実証

平成28年4月

平成28年12月15日

内海彩（内海彩建築設計事務所/設計者）、中田義成（有限会社エヌツー取締
役/利用者）

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由 在庫のCLTを有効に活用できるとよいと考えたため

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点 建築をシンプルに構成し、表現することができた点

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

あらわしで使ってみたいと思わせる材料だが、納まりの精度はあまり期待できな
い

（４） （３）の問題点の解決方法
見せ方に関しては、精度の高さを見せるのではなく、ざっくり作っているようでよく
考えられたディテールを心がけていくのがよいのではないか。工具にも工夫の余
地があると思う。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

上記は告示とは関係ない点と思われる

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

規則的に整形の壁が（部屋が）並ぶタイプの建物に採用しやすいと考えるが、
RCやSとの混構造、３次元データをもとにCLTパネルを切り出し、削り出す不整形
なパーツで組み立てるような建築物も想定されるのではないか

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

都内某所で３階建て商業施設を検討中

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

砂浜に面する外装デッキ材（セランガンバツ材）の変色
（茶色→灰色）

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

変色は予想範囲内だが、予想していたよりも変化が速い

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

外装デッキ材に含浸タイプの木材保護塗料の塗布（今年度中、春先までに）
内部の床は、汚れ具合に応じて検討する。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

特になし

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地
快適に使っています。
階段状の屋根がルーバー代わりになり、日中は日よけになり、夕方は日が差し込
みます。ガラス面が多い割に温度変化が小さいです。

（２） 建物で気に入っている点
無垢の木に囲まれており、のんびりと時間を過ごせます。
香りや色調も癒しの要素になっています。
前面の国道と背面の海に挟まれた過酷な環境ですが気になりません。

（３） 建物で気になる点
木材をあらわしで使っているため汚れ、シミ等が気になる。CLTの床材は研磨し
て再塗装で予定しているが浸透度によっては手間のかかる工事となる。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27補-1】 株式会社加藤工務店新社屋新築工事の建築実証

平成29年5月2日

平成29年9月29日

東海精機株式会社一級建築士事務所４Ｄ－ＷＯＲＫＳ
代表　大古田健一

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由

・施主であり施工者である加藤工務店が自社の新社屋を建てるに当たり、環境に配慮したモデルハウ
スとなり得る建物を希望した。
・県産材ＣＬＴ造の計画を通してノウハウを獲得し、地元の森林活用の新たな可能性を開拓するととも
に、建物に付加価値・アイデンティティをもたらすことを期待して採用に至った。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点

・建築分野に限らず多くの人に関心をもたれる建物になり、施主はとても満足している。　・従来の軸
組と異なるＣＬＴのフラットでマッシブな質感は、意匠的に大きな魅力を感じる。また、実際にＣＬＴ床版
の歩行感は体感できるほど安定している。　・施工的にはＣＬＴはプレファブ工法であり現場では組み
立てだけであるため、在来工法のように職人の技量（釘のピッチやめり込み具合等）によって構造強度
が左右されることが少なく、安心感がある。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

・技術的・費用的な観点から計画の妥当性を裏付け、実現させるための体制づくりが地域
内では完結しないため、遠方関係者とのやり取りで多くの労力を割かれる。
・本建物では告示ルート１による小幅パネル工法を採用しており、基礎と壁パネルを固定
するアンカーボルトの多さと精度の確保が大きな課題となった。

（４） （３）の問題点の解決方法

・ＣＬＴの普及、設計者（特に構造）の育成。
・ガイドプレートを使用したアンカーセット、コンクリート打設後の規定の位置への調整、建方時の受け
ナットを使った水平精度の確保、グラウト充填等、労力とコストをかけて解決したが、可能ならば設計段
階で実験等により施工上の逃げが可能な納まりを検証しておくことが望ましい。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

・ＣＬＴ工法の敷居が大きく下がり、今後の普及が期待できる。
・アンカーボルトに関しては解決されていない。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

低層の福祉施設で軸組工法と併用で使ってみたい。
（ＣＬＴの遮蔽性と軸組の開放性を適所に活かした建物。）

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

費用のため採用には至らなかったが、提案案件で検討した。

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

今のところ特に変化なし。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

-

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

今のところ特になし。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

-

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地 用途が事務所だが、木のぬくもりを感じ心地よい。

（２） 建物で気に入っている点 構造強度。意匠性（CLT表しのため）

（３） 建物で気になる点 今のところ特になし。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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写真
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27補-1】 株式会社加藤工務店新社屋新築工事の建築実証

平成29年5月2日

平成29年9月29日

東海精機株式会社一級建築士事務所４Ｄ－ＷＯＲＫＳ
代表　大古田健一

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由

・施主であり施工者である加藤工務店が自社の新社屋を建てるに当たり、環境に配慮したモデルハウ
スとなり得る建物を希望した。
・県産材ＣＬＴ造の計画を通してノウハウを獲得し、地元の森林活用の新たな可能性を開拓するととも
に、建物に付加価値・アイデンティティをもたらすことを期待して採用に至った。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点

・建築分野に限らず多くの人に関心をもたれる建物になり、施主はとても満足している。　・従来の軸
組と異なるＣＬＴのフラットでマッシブな質感は、意匠的に大きな魅力を感じる。また、実際にＣＬＴ床版
の歩行感は体感できるほど安定している。　・施工的にはＣＬＴはプレファブ工法であり現場では組み
立てだけであるため、在来工法のように職人の技量（釘のピッチやめり込み具合等）によって構造強度
が左右されることが少なく、安心感がある。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

・技術的・費用的な観点から計画の妥当性を裏付け、実現させるための体制づくりが地域
内では完結しないため、遠方関係者とのやり取りで多くの労力を割かれる。
・本建物では告示ルート１による小幅パネル工法を採用しており、基礎と壁パネルを固定
するアンカーボルトの多さと精度の確保が大きな課題となった。

（４） （３）の問題点の解決方法

・ＣＬＴの普及、設計者（特に構造）の育成。
・ガイドプレートを使用したアンカーセット、コンクリート打設後の規定の位置への調整、建方時の受け
ナットを使った水平精度の確保、グラウト充填等、労力とコストをかけて解決したが、可能ならば設計段
階で実験等により施工上の逃げが可能な納まりを検証しておくことが望ましい。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

・ＣＬＴ工法の敷居が大きく下がり、今後の普及が期待できる。
・アンカーボルトに関しては解決されていない。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

低層の福祉施設で軸組工法と併用で使ってみたい。
（ＣＬＴの遮蔽性と軸組の開放性を適所に活かした建物。）

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

費用のため採用には至らなかったが、提案案件で検討した。

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

今のところ特に変化なし。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

-

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

今のところ特になし。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

-

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地 用途が事務所だが、木のぬくもりを感じ心地よい。

（２） 建物で気に入っている点 構造強度。意匠性（CLT表しのため）

（３） 建物で気になる点 今のところ特になし。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27補-2】 三東工業社本店新築工事の建築実証

平成２９年２月

平成２９年９月

株式会社　三東工業社　建築部　青山善之

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由

　老朽化している信楽本店の建て替えを計画していた時、当社社長が、CLTに出会いました。
　CLTを勉強する上で木材を多く利用するCLTは、日本における森林問題、ひいては滋賀県におけ
るびわ湖を守ることに繋がり、循環型社会に貢献できると確信し、普及に努める第一歩として、信楽本
店建設にてCLTを体感する事としました。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
　建物内部は重圧感があり、軽量でありながら強度が高いCLTパネルは、構造的
には大きなメリットである事。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

　CLTパネルの建ち精度が垂直でない為に、現し仕上に取り付けるサッシ開口
の額縁や、固定棚に影響が出た。

（４） （３）の問題点の解決方法 　現況に合わせて納まるよう、大工による修正が何度も必要であった。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

　建築基準法そのものとは、関係ない部分と思われる。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

　共同住宅・事務所

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

　今のところ計画はありません。

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

　今のところ変化は生じていません。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

　今のところ有りません。

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

　テラスがある為、腐朽などに対する交換。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

　今のところ特に有りません。
　今後、検討中です。

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地 　木の匂いや、ぬくもりが感じられ、快適です。

（２） 建物で気に入っている点 　木に囲まれている環境が落ち着きます。

（３） 建物で気になる点 　今のところ特に有りません。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時

- 26 -



写真
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27補-2】 三東工業社本店新築工事の建築実証

平成２９年２月

平成２９年９月

株式会社　三東工業社　建築部　青山善之

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由

　老朽化している信楽本店の建て替えを計画していた時、当社社長が、CLTに出会いました。
　CLTを勉強する上で木材を多く利用するCLTは、日本における森林問題、ひいては滋賀県におけ
るびわ湖を守ることに繋がり、循環型社会に貢献できると確信し、普及に努める第一歩として、信楽本
店建設にてCLTを体感する事としました。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
　建物内部は重圧感があり、軽量でありながら強度が高いCLTパネルは、構造的
には大きなメリットである事。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

　CLTパネルの建ち精度が垂直でない為に、現し仕上に取り付けるサッシ開口
の額縁や、固定棚に影響が出た。

（４） （３）の問題点の解決方法 　現況に合わせて納まるよう、大工による修正が何度も必要であった。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

　建築基準法そのものとは、関係ない部分と思われる。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

　共同住宅・事務所

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

　今のところ計画はありません。

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

　今のところ変化は生じていません。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

　今のところ有りません。

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

　テラスがある為、腐朽などに対する交換。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

　今のところ特に有りません。
　今後、検討中です。

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地 　木の匂いや、ぬくもりが感じられ、快適です。

（２） 建物で気に入っている点 　木に囲まれている環境が落ち着きます。

（３） 建物で気になる点 　今のところ特に有りません。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27補-3】 西ノ原の家、建築物の建築実証

H29年２月

H29年10月

有限会社E.P.A環境変換装置建築研究所　代表取締役　武松幸治

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由
環境配慮の観点より木造を検討、長崎県産材の桧・杉を使用したハイブリット
CLTの開発を進めていたためその実証として採用。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
工期が短縮出来た。内装に関してほぼ１００％現しで計画しているため、現場で
の残材等（内装材など）が軽減できている。建物に興味を持つ人が増えた。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

告示対応で設計した場合、構造計算、施工の段取り（特にアンカーの取り付けの精度、現
しでの仕上げに対する金物の処理、国内の告示の内容が欧州レベルの仕様では無いた
め、CLTの本来の良さが発揮出来ていない。工期に関しても工夫して短縮しているが、
もっと短縮が期待できる、告示の見直しが必要では。

（４） （３）の問題点の解決方法 告示の見直し。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

解決されて無いと思います。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

例えばホテルや共同住宅のような、同じ平面が連続するような建築が想定できる
が、耐火の課題も出てくるので、まずは耐火の仕様を確定できれば、色々な用途
及び規模の建築物に採用出来るのではないでしょうか。

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

現在、個人邸、保育園、ビジターセンター＋ホテル、部分利用で、住宅、コン
サートホール、等を計画中。

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

引き渡し後乾燥収縮により、表面割れが発生し、割れる時にかなり大きな音が生
じる。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

別物件で経験しているので事前に施主には通知済みではあったが驚いた様子。
ラミナの幅はぎが原因か？

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

天井面は割れが少なく、壁の割れの方が目立つ。巾はぎを無くすことで、割れの
音の問題は軽減出来るかもしれない。しかし季節によってはラミナの間に隙間が
出てくるので、どちらが良いかは判断できない。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

性能試験は行なっておりません。

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地 木に包まれた感じが非常に良い、住み心地も良く快適に過ごしています。

（２） 建物で気に入っている点
シンプルな構造が気に入っている、木造ではあるが現代的で、今の生活スタイル
に合っている気がする。

（３） 建物で気になる点
入居後、突然割れの音がして、驚いた。話は聞いていたが、少し怖かった。今は
少し落ち着いているが、日光が直接壁に当たったりした時には、たまに音がしま
す。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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写真
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27補-3】 西ノ原の家、建築物の建築実証

H29年２月

H29年10月

有限会社E.P.A環境変換装置建築研究所　代表取締役　武松幸治

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由
環境配慮の観点より木造を検討、長崎県産材の桧・杉を使用したハイブリット
CLTの開発を進めていたためその実証として採用。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
工期が短縮出来た。内装に関してほぼ１００％現しで計画しているため、現場で
の残材等（内装材など）が軽減できている。建物に興味を持つ人が増えた。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

告示対応で設計した場合、構造計算、施工の段取り（特にアンカーの取り付けの精度、現
しでの仕上げに対する金物の処理、国内の告示の内容が欧州レベルの仕様では無いた
め、CLTの本来の良さが発揮出来ていない。工期に関しても工夫して短縮しているが、
もっと短縮が期待できる、告示の見直しが必要では。

（４） （３）の問題点の解決方法 告示の見直し。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

解決されて無いと思います。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

例えばホテルや共同住宅のような、同じ平面が連続するような建築が想定できる
が、耐火の課題も出てくるので、まずは耐火の仕様を確定できれば、色々な用途
及び規模の建築物に採用出来るのではないでしょうか。

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

現在、個人邸、保育園、ビジターセンター＋ホテル、部分利用で、住宅、コン
サートホール、等を計画中。

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

引き渡し後乾燥収縮により、表面割れが発生し、割れる時にかなり大きな音が生
じる。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

別物件で経験しているので事前に施主には通知済みではあったが驚いた様子。
ラミナの幅はぎが原因か？

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

天井面は割れが少なく、壁の割れの方が目立つ。巾はぎを無くすことで、割れの
音の問題は軽減出来るかもしれない。しかし季節によってはラミナの間に隙間が
出てくるので、どちらが良いかは判断できない。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

性能試験は行なっておりません。

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地 木に包まれた感じが非常に良い、住み心地も良く快適に過ごしています。

（２） 建物で気に入っている点
シンプルな構造が気に入っている、木造ではあるが現代的で、今の生活スタイル
に合っている気がする。

（３） 建物で気になる点
入居後、突然割れの音がして、驚いた。話は聞いていたが、少し怖かった。今は
少し落ち着いているが、日光が直接壁に当たったりした時には、たまに音がしま
す。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27補-4】 井上ビル新築工事の建築実証

平成２９年３月

平成29年9月27日

建築部　副部長　梅野光太郎

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由
環境問題　林業の復興　耐震性　再生エネルギー　解体時の再利用可能などを
考慮し　選びました

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
話題性　述べ４００名以上の見学者　耐震性　保温性がいい　また木の香りは感
情を落ち着かせてくれる効果がある

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

ドアをＣＬＴに直接付けたので占めた時音が響く

（４） （３）の問題点の解決方法 緩衝材を入れる

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

いない

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

幼稚園・老健施設・公民館・避難施設・仮設住宅

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

老健施設の問い合わせは２件ほどあったが、補助金申請のタイミングが合わず
中断

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

化粧面のCLTパネルの色が少し焼けてきて落ち着いてきた

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

予想範囲内

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

５年間隔でルーバー（杉材）の塗装。20年後にルーバーの取替え。１０年後に外
壁ｺｰｷﾝｸﾞの打ち替え。毎年3月に定期点検。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

温度・湿度を毎日計測中（外部・１F・２F）

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地 ＲＣとは空気感が違う　保温性が高い　見た目にも落ち着く

（２） 建物で気に入っている点 玄関から階段のアプローチ

（３） 建物で気になる点 ベランダの跳ね出し部の揺れ

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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写真
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27補-4】 井上ビル新築工事の建築実証

平成２９年３月

平成29年9月27日

建築部　副部長　梅野光太郎

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由
環境問題　林業の復興　耐震性　再生エネルギー　解体時の再利用可能などを
考慮し　選びました

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
話題性　述べ４００名以上の見学者　耐震性　保温性がいい　また木の香りは感
情を落ち着かせてくれる効果がある

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

ドアをＣＬＴに直接付けたので占めた時音が響く

（４） （３）の問題点の解決方法 緩衝材を入れる

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

いない

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

幼稚園・老健施設・公民館・避難施設・仮設住宅

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

老健施設の問い合わせは２件ほどあったが、補助金申請のタイミングが合わず
中断

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

化粧面のCLTパネルの色が少し焼けてきて落ち着いてきた

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

予想範囲内

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

５年間隔でルーバー（杉材）の塗装。20年後にルーバーの取替え。１０年後に外
壁ｺｰｷﾝｸﾞの打ち替え。毎年3月に定期点検。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

温度・湿度を毎日計測中（外部・１F・２F）

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地 ＲＣとは空気感が違う　保温性が高い　見た目にも落ち着く

（２） 建物で気に入っている点 玄関から階段のアプローチ

（３） 建物で気になる点 ベランダの跳ね出し部の揺れ

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27補-6】 CLTを用いた中規模スーパーへの提案 -フレッシュショップトマト新築
工事

平成29年3月

平成29年10月

島田治男建築設計事務所 島田治男

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由
事務所として5年前に特養のスロープとしてCLTを採用したが、スーパーの天井
面にCLTパネルが見えると優しい良い空間になると施主に説明し、同意を得た
ので採用した。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
スーパーマーケットの店舗空間において、天井面に自然素材のCLT（杉材）が鉄
骨トラス材の上部に化粧材として見え、豊かな空間にまとめられた。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

①設計時では、鉄骨造でのCLTへの接合方法と構造的な考え方をどう解決する
か、どこで実験を行うかが課題であった。
②施工時では、鉄骨造とCLTの接合方法で、大変な精度を必要とされた。

（４） （３）の問題点の解決方法
①鉄工所と構造事務所、銘建工業と相談して解決した。
②現場の所長そして鉄工所と相談し解決した。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

解決されていない。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

事務所ビル（中規模）

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

シンコール社屋新築工事（CLT造2階建　延床面積755.12㎡）

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

変化なし

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

なし

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

なし

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

なし

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地 天井面にCLT（杉材）が見えることにより、良い店舗空間になった。

（２） 建物で気に入っている点 天井が高く鉄骨トラスの上部に杉材が見え、外部軒天井までつながっている点。

（３） 建物で気になる点 特になし。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時

- 32 -



写真
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27補-6】 CLTを用いた中規模スーパーへの提案 -フレッシュショップトマト新築
工事

平成29年3月

平成29年10月

島田治男建築設計事務所 島田治男

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由
事務所として5年前に特養のスロープとしてCLTを採用したが、スーパーの天井
面にCLTパネルが見えると優しい良い空間になると施主に説明し、同意を得た
ので採用した。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
スーパーマーケットの店舗空間において、天井面に自然素材のCLT（杉材）が鉄
骨トラス材の上部に化粧材として見え、豊かな空間にまとめられた。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

①設計時では、鉄骨造でのCLTへの接合方法と構造的な考え方をどう解決する
か、どこで実験を行うかが課題であった。
②施工時では、鉄骨造とCLTの接合方法で、大変な精度を必要とされた。

（４） （３）の問題点の解決方法
①鉄工所と構造事務所、銘建工業と相談して解決した。
②現場の所長そして鉄工所と相談し解決した。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

解決されていない。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

事務所ビル（中規模）

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

シンコール社屋新築工事（CLT造2階建　延床面積755.12㎡）

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

変化なし

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

なし

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

なし

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

なし

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地 天井面にCLT（杉材）が見えることにより、良い店舗空間になった。

（２） 建物で気に入っている点 天井が高く鉄骨トラスの上部に杉材が見え、外部軒天井までつながっている点。

（３） 建物で気になる点 特になし。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27補-7】 牛木邸新築工事の建築実証

平成29年2月

平成29年9月30日

福山弘構造デザイン・代表・福山弘

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由 CLTを使うことが合理的な形態・用途であったから。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
仕上げ工程・断熱工事などを省くことができた。
意匠的にも構造的にも非常に効果的に使うことができた。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

住宅地内での取回しは困難。特に電線の問題が大きかった。

（４） （３）の問題点の解決方法
施工・設計間での建て方に関する詳細な打ち合わせを事前に何度か重ねて解
決した。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

関係していない

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

３次元トラス架構など

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

2018年中竣工予定の寺院

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

特になし、顕しなので色味はやや安定して濃くなっているか。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

予想範囲内

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

軒裏・袖壁などの外部露出部分は雨掛かりは基本的にないが、経過観察は必要
と考えている。特に現状問題はないので計画はない。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

特になし。

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地 満足している

（２） 建物で気に入っている点 特徴的な形態、木（CLT板）に囲まれた小屋裏

（３） 建物で気になる点 室内の上の方を掃除できない

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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写真
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27補-7】 牛木邸新築工事の建築実証

平成29年2月

平成29年9月30日

福山弘構造デザイン・代表・福山弘

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由 CLTを使うことが合理的な形態・用途であったから。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
仕上げ工程・断熱工事などを省くことができた。
意匠的にも構造的にも非常に効果的に使うことができた。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

住宅地内での取回しは困難。特に電線の問題が大きかった。

（４） （３）の問題点の解決方法
施工・設計間での建て方に関する詳細な打ち合わせを事前に何度か重ねて解
決した。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

関係していない

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

３次元トラス架構など

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

2018年中竣工予定の寺院

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

特になし、顕しなので色味はやや安定して濃くなっているか。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

予想範囲内

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

軒裏・袖壁などの外部露出部分は雨掛かりは基本的にないが、経過観察は必要
と考えている。特に現状問題はないので計画はない。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

特になし。

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地 満足している

（２） 建物で気に入っている点 特徴的な形態、木（CLT板）に囲まれた小屋裏

（３） 建物で気になる点 室内の上の方を掃除できない

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27補-8】 CLTを構造体（壁）に用いた木造3階建て住宅の建築実証

平成２９年３月

平成29年9月29日

鍋野友哉アトリエ　　鍋野友哉

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由

CLTを在来軸組構造の中で使用する事を検証しつつ、またCLTだからこそでき
るもの、もしくはCLTの良さを引き出すものとしての建築を建てることを目標として
計画した。また、全体のコストバランスを考えると全てCLTとすると厳しいため、壁
部分に鉛直力を負担するCLTを中央に十字型に用いる構法を開発・設計した。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
CLT十字壁を表しとしてもちいることで、木の量塊感を感じられる構造表現と建
築空間を実現することできた。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

準防火地域内にたつ建築物であるため、標準的な準耐火構造だとCLTを表しに
もちいることが出来ず、また燃え代設計を用いた場合は３階建てかつ面積による
緩和規定が適用されず、竪穴区画が発生してしまうため、設計コンセプトや空間
構成上これも避ける必要があった。

（４） （３）の問題点の解決方法
準防火地域内に建つ木造３階建技術的基準適合建築物として設計することで、
竪穴区画を回避しつつ、CLTを表しとして用いる事が出来た。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

特に関係ない

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

集合住宅や長屋等

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

未定

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

竣工後６か月の状況は、ＣＬＴを壁に採用し現しとしている部分について目視で
観察した結果、、表面に退色等の大きな変化は見られない。ラミナ間に隙間は無
く、ラミナに割れも確認できない。壁パネルの接続部分も特に変化は見られな
い。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

奥様が毎日在宅なので、空調や換気により空気環境はある程度一定していると
推察され、左官壁等にも目立った隙間やひび割れはみられなく、予想以上に良
好な状況である。

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

室内に現しで採用したＣＬＴは、工場で出荷前に塗装した撥水塗料を仕上げとし
ているので経過観察をしながら数年後に自然塗料で再塗装、床の杉のフローリ
ング（厚30㎜）については無塗装なのでサウンディング再仕上を考えており、新
築の時と近い状態にする計画である。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

該当なし

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地
（奥様）ＣＬＴが重厚感があり安心できる。（小学生の子供）木がいっぱいあって楽
しい。

（２） 建物で気に入っている点
(奥様)ＣＬＴの杉の木目やラミナの色の違いは全く気にならないし、味でありお
しゃれと思っている。

（３） 建物で気になる点 特になし

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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写真
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27補-8】 CLTを構造体（壁）に用いた木造3階建て住宅の建築実証

平成２９年３月

平成29年9月29日

鍋野友哉アトリエ　　鍋野友哉

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由

CLTを在来軸組構造の中で使用する事を検証しつつ、またCLTだからこそでき
るもの、もしくはCLTの良さを引き出すものとしての建築を建てることを目標として
計画した。また、全体のコストバランスを考えると全てCLTとすると厳しいため、壁
部分に鉛直力を負担するCLTを中央に十字型に用いる構法を開発・設計した。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
CLT十字壁を表しとしてもちいることで、木の量塊感を感じられる構造表現と建
築空間を実現することできた。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

準防火地域内にたつ建築物であるため、標準的な準耐火構造だとCLTを表しに
もちいることが出来ず、また燃え代設計を用いた場合は３階建てかつ面積による
緩和規定が適用されず、竪穴区画が発生してしまうため、設計コンセプトや空間
構成上これも避ける必要があった。

（４） （３）の問題点の解決方法
準防火地域内に建つ木造３階建技術的基準適合建築物として設計することで、
竪穴区画を回避しつつ、CLTを表しとして用いる事が出来た。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

特に関係ない

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

集合住宅や長屋等

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

未定

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

竣工後６か月の状況は、ＣＬＴを壁に採用し現しとしている部分について目視で
観察した結果、、表面に退色等の大きな変化は見られない。ラミナ間に隙間は無
く、ラミナに割れも確認できない。壁パネルの接続部分も特に変化は見られな
い。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

奥様が毎日在宅なので、空調や換気により空気環境はある程度一定していると
推察され、左官壁等にも目立った隙間やひび割れはみられなく、予想以上に良
好な状況である。

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

室内に現しで採用したＣＬＴは、工場で出荷前に塗装した撥水塗料を仕上げとし
ているので経過観察をしながら数年後に自然塗料で再塗装、床の杉のフローリ
ング（厚30㎜）については無塗装なのでサウンディング再仕上を考えており、新
築の時と近い状態にする計画である。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

該当なし

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地
（奥様）ＣＬＴが重厚感があり安心できる。（小学生の子供）木がいっぱいあって楽
しい。

（２） 建物で気に入っている点
(奥様)ＣＬＴの杉の木目やラミナの色の違いは全く気にならないし、味でありお
しゃれと思っている。

（３） 建物で気になる点 特になし

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27補-10】 カバヤホーム倉敷事務所新築工事の建築実証

H29年2月15日

H29年9月25日

特建事業部　次長　守谷和弘

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由
以前にCLTを在来軸組工法へ採用し、様々な実験を行った。その時のデータを
利用して、高耐力面材としてCLTを使用し設計自由度の高い建築物を構成しよ
うと考えた為である。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
構造用合板等を利用して床組を構成する場合と比較して、床受け梁を省略でき
る箇所が多い。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

在来軸組工法に使用する場合、軸組架構の隙間からCLTを吊下ろし施工する
必要があり、作業時間が長くなりがちで工程に影響がある。

（４） （３）の問題点の解決方法 柱及び横架材間に耐力面材施工する限りは解決方法は存在しない。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

未解決。柱+面材+柱の構成をCLT壁柱に置き換えてもらいたい。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

CLTを意匠としても利用して住環境の向上した建築物を想定するので、賃貸集
合住宅・老人保健施設・病院・学校・認定こども園等の3階層までの低層建築物
が考えられる。

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

アイサワ工業㈱社員寮建替工事(着工済）

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

竣工後、半年ほどである為、変化は認められない。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

-

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

外部軒仕上げ材としてCLTを現わしで使用している為、劣化状況を見ながらサン
ダー及び塗装処理を予定している。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

特に無し

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地
S造＋仕上げビニールクロスの建物と比較して、CLT現し部分を設けている為か
冬場の乾燥が和らいでいて快適だとの意見があった。

（２） 建物で気に入っている点 CLT現し部分から、木の香りが空間全体に漂っているところ。

（３） 建物で気になる点 特に無し

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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写真
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27補-10】 カバヤホーム倉敷事務所新築工事の建築実証

H29年2月15日

H29年9月25日

特建事業部　次長　守谷和弘

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由
以前にCLTを在来軸組工法へ採用し、様々な実験を行った。その時のデータを
利用して、高耐力面材としてCLTを使用し設計自由度の高い建築物を構成しよ
うと考えた為である。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
構造用合板等を利用して床組を構成する場合と比較して、床受け梁を省略でき
る箇所が多い。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

在来軸組工法に使用する場合、軸組架構の隙間からCLTを吊下ろし施工する
必要があり、作業時間が長くなりがちで工程に影響がある。

（４） （３）の問題点の解決方法 柱及び横架材間に耐力面材施工する限りは解決方法は存在しない。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

未解決。柱+面材+柱の構成をCLT壁柱に置き換えてもらいたい。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

CLTを意匠としても利用して住環境の向上した建築物を想定するので、賃貸集
合住宅・老人保健施設・病院・学校・認定こども園等の3階層までの低層建築物
が考えられる。

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

アイサワ工業㈱社員寮建替工事(着工済）

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

竣工後、半年ほどである為、変化は認められない。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

-

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

外部軒仕上げ材としてCLTを現わしで使用している為、劣化状況を見ながらサン
ダー及び塗装処理を予定している。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

特に無し

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地
S造＋仕上げビニールクロスの建物と比較して、CLT現し部分を設けている為か
冬場の乾燥が和らいでいて快適だとの意見があった。

（２） 建物で気に入っている点 CLT現し部分から、木の香りが空間全体に漂っているところ。

（３） 建物で気になる点 特に無し

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27補-11】 若杉ヴィレッジ新築工事の建築実証

平成29年9月末

平成29年9月28日

株式会社梶谷建設　代表取締役社長　梶谷寛

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由
会社所有の住宅団地開発のシンボルとなる3階建て集合住宅におけるCLTの可
能性を発揮出来る大きなチャンスと思ったから。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
3層3プライの一面を無節に近いラミナ材を使用する事で室内の表しやバルコ
ニーデッキの見上げの表しに使用しても無垢の存在感が有り、造作材としても遜
色がなかった。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

１）設計工期短縮のため既存の実験データを用いたことで、利用するパネルサイ
ズが既存実験データにより決まっていた。そのため、設計上のモジュールおよび
階高の自由度が低い。
２）CLTの利用により全体の構造体の荷重が大きく、必要壁量が多い。

（４） （３）の問題点の解決方法
１）および２）間取りと壁配置の調整を十分に行い、住環境を損なわない平面計
画とすることで、解決を図った。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

設計工期に平成28年4月以降も含まれているため、当該告示を適用して設計を
行っている。そのため、上記問題は告示施行では解決していない。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

床面の防音、遮音床組みをRCレベルまでに抑えられればオフィスビルの5階建
までにして、CLT晒（天井として）も最近、内装木質感が好まれ始めているので良
いと思う。病院や介護施設も良いと思う。

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

特になし。

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

ＣＬＴの室内表し及び外部跳ね出しの部分において、ＣＬＴパネルの段差が生じ
ている。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

湿気・雨の多い北陸においては予想範囲内であった。

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

上記部分において、現時点では特に計画なし。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

床面の遮音性能試験を実施。現在、集計中であるが、速報値としてLH65、LL60
と想定通りの結果を計測した。

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地 未回答（竣工していないため）

（２） 建物で気に入っている点

１）部屋毎に 2方向から3方向の窓があるので風通しの良さと明るく開放感があ
る。　２） 内装に化粧材（造作材）としてのCLTの存在感がある。　３） 跳ね出しの
バルコニーデッキが多くあり、エアコンとエコキュート室外機をバルコニーデッキ
に置き、縦格子のスクリーンでそれらを隠蔽してある。

（３） 建物で気になる点 地震の揺れなどでCLT同士の接続面の隙間が大きくならないか？

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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写真
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27補-11】 若杉ヴィレッジ新築工事の建築実証

平成29年9月末

平成29年9月28日

株式会社梶谷建設　代表取締役社長　梶谷寛

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由
会社所有の住宅団地開発のシンボルとなる3階建て集合住宅におけるCLTの可
能性を発揮出来る大きなチャンスと思ったから。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
3層3プライの一面を無節に近いラミナ材を使用する事で室内の表しやバルコ
ニーデッキの見上げの表しに使用しても無垢の存在感が有り、造作材としても遜
色がなかった。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

１）設計工期短縮のため既存の実験データを用いたことで、利用するパネルサイ
ズが既存実験データにより決まっていた。そのため、設計上のモジュールおよび
階高の自由度が低い。
２）CLTの利用により全体の構造体の荷重が大きく、必要壁量が多い。

（４） （３）の問題点の解決方法
１）および２）間取りと壁配置の調整を十分に行い、住環境を損なわない平面計
画とすることで、解決を図った。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

設計工期に平成28年4月以降も含まれているため、当該告示を適用して設計を
行っている。そのため、上記問題は告示施行では解決していない。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

床面の防音、遮音床組みをRCレベルまでに抑えられればオフィスビルの5階建
までにして、CLT晒（天井として）も最近、内装木質感が好まれ始めているので良
いと思う。病院や介護施設も良いと思う。

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

特になし。

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

ＣＬＴの室内表し及び外部跳ね出しの部分において、ＣＬＴパネルの段差が生じ
ている。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

湿気・雨の多い北陸においては予想範囲内であった。

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

上記部分において、現時点では特に計画なし。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

床面の遮音性能試験を実施。現在、集計中であるが、速報値としてLH65、LL60
と想定通りの結果を計測した。

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地 未回答（竣工していないため）

（２） 建物で気に入っている点

１）部屋毎に 2方向から3方向の窓があるので風通しの良さと明るく開放感があ
る。　２） 内装に化粧材（造作材）としてのCLTの存在感がある。　３） 跳ね出しの
バルコニーデッキが多くあり、エアコンとエコキュート室外機をバルコニーデッキ
に置き、縦格子のスクリーンでそれらを隠蔽してある。

（３） 建物で気になる点 地震の揺れなどでCLT同士の接続面の隙間が大きくならないか？

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27補-12】 ウッドワンショールームのマッシヴホルツによる設計と施工実証

平成29年7月

平成29年9月29日

構造システム営業部　係長　岡本肇

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由

ウッドワン金沢営業所の老朽化によりショールーム兼事務所に建替える計画があり、ショールームの設
計に必要な平面的に大空間の計画が可能なCLTを採用し、新しい構造のしくみの提案ができる建築
物を建てることになった。（ウッドワンは、木質総合建材メーカーであり構造材も取り扱いかつ構造設計
事務所でもある。）国の助成金もCLTを活用した建築物を建てる後押しとなった。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点

主要部材に水平構面(床)にCLT、梁はA種LVL、柱と耐力壁を兼ねたB種LVLﾊﾟﾈﾙ柱を使用する計
画とした。LVLパネル柱接合部はSNRおよびLSBを用い靭性に期待した高性能耐力壁とCLT床を使
用することで水平構面剛性を確保した。木をあらわし、壁が少なく大きな吹き抜けのある大空間を実現
し魅力ある空間造りの実現できた。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

木造建築物なので、CLTをあらわしにしたかったが法規制のためあらわしにでき
なかった。
CLT版は３ｍ×１２ｍの大きさが製造可能だが、日本の場合道路交通法などで運
搬することができない。

（４） （３）の問題点の解決方法
CLT建築物の防火性能の向上
日本の道路交通法に合ったCLT版の割付

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

未解決

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

壁が少なく大きな吹き抜けのある大空間の建築物
店舗、ショールーム、児童福祉施設等

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

今のところなし

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

竣工後、間もないため変化なし

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

竣工後、間もないため変化なし

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

主要構造物については計画なし
外壁メンテナンス（杉板の塗装）

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

なし

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地
木構造あらわしで、木の木目の優しさに包まれて心穏やかに過ごせる。
広い空間が得られる点は、他の木造の建物にはないものがある。
木の香りもするので、新築特有の嫌なにおいもない。

（２） 建物で気に入っている点
大きな吹き抜けがあり、壁が少なく開放感が得られ、心身ともに伸び伸びと過ご
せる点が大変気に入っている。

（３） 建物で気になる点 空間が広いため、冷暖房のランニングコストが気になる。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【27補-12】 ウッドワンショールームのマッシヴホルツによる設計と施工実証

平成29年7月

平成29年9月29日

構造システム営業部　係長　岡本肇

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由

ウッドワン金沢営業所の老朽化によりショールーム兼事務所に建替える計画があり、ショールームの設
計に必要な平面的に大空間の計画が可能なCLTを採用し、新しい構造のしくみの提案ができる建築
物を建てることになった。（ウッドワンは、木質総合建材メーカーであり構造材も取り扱いかつ構造設計
事務所でもある。）国の助成金もCLTを活用した建築物を建てる後押しとなった。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点

主要部材に水平構面(床)にCLT、梁はA種LVL、柱と耐力壁を兼ねたB種LVLﾊﾟﾈﾙ柱を使用する計
画とした。LVLパネル柱接合部はSNRおよびLSBを用い靭性に期待した高性能耐力壁とCLT床を使
用することで水平構面剛性を確保した。木をあらわし、壁が少なく大きな吹き抜けのある大空間を実現
し魅力ある空間造りの実現できた。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

木造建築物なので、CLTをあらわしにしたかったが法規制のためあらわしにでき
なかった。
CLT版は３ｍ×１２ｍの大きさが製造可能だが、日本の場合道路交通法などで運
搬することができない。

（４） （３）の問題点の解決方法
CLT建築物の防火性能の向上
日本の道路交通法に合ったCLT版の割付

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

未解決

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

壁が少なく大きな吹き抜けのある大空間の建築物
店舗、ショールーム、児童福祉施設等

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

今のところなし

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

竣工後、間もないため変化なし

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

竣工後、間もないため変化なし

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

主要構造物については計画なし
外壁メンテナンス（杉板の塗装）

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

なし

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地
木構造あらわしで、木の木目の優しさに包まれて心穏やかに過ごせる。
広い空間が得られる点は、他の木造の建物にはないものがある。
木の香りもするので、新築特有の嫌なにおいもない。

（２） 建物で気に入っている点
大きな吹き抜けがあり、壁が少なく開放感が得られ、心身ともに伸び伸びと過ご
せる点が大変気に入っている。

（３） 建物で気になる点 空間が広いため、冷暖房のランニングコストが気になる。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【28-1】 CLTを用いた既存木造住宅の耐震補強

平成29年2月21日

平成29年10月9日

三重大学大学院・教授・中井毅尚

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由
工場見学の折、改修工事にCLTを採用する事例は、中四国地方では初と銘建
工業から伺い、CLT普及のきっかけになればと思い採用した。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点

無骨感の中にもスマートさが感じられる仕上がりになり、予想以上の出来映えで
あった。CLTは構造材料として優秀な材料であるかもしれないが、あらわし仕上
げに意匠性を取り入れることにより、面白い顔色が見られ、今後の普及に活かし
てほしい。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

構造用のCLTを県産材を使用して製作すると、かなり価格が高く驚いた。ただ、
建築側の要望を満足すべく、最近専門家らが提案しているグリーンラミナ27,000
円／㎥以下だと、かなり大規模な製材工場が必要と思われる。

（４） （３）の問題点の解決方法
提供側の努力を待つしかない。建築工事の場合、最終的には総工費で判断す
るので、予定価格より上回れば、削減対象とならざるをえない。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

解決する努力はなされていると伺っているが、道半ばと言わざるをえない。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

今回の形のような、RCとSとの混構造。

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

特になし。

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

変化なし。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

変化なし。

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

現状考えていない。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

特になし。

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地

非常に現状に満足している。また、多くの方が見学や遊びに来られたが、誰からも自身も機会があれ
ば是非CLTを採用したいと言われた。また、どこにお願いしたら手に入り、どこにお願いしたらCLTを
使って建築してくれるのかを聞かれた。ただ、値段の話も必ず聞かれ、正直に答えると、「エッ、そんな
にするの？」という人が半分、それでも意匠性に惹かれてやってみたいという人が半分であった。

（２） 建物で気に入っている点

CLT耐力壁に孔を設けたことにより、オシャレ感があり非常に満足している。造作用のCLTも窓枠や
テーブルとして採用したが、こちらも集成材と違い狂いがなく満足している。中井氏からCLT耐力壁を
紹介されたときは、正直やぼったい気がしたが、意匠性をもたせることによって耐力壁とは思えないオ
シャレ感が強まり、細工をお願いして良かったと思う。

（３） 建物で気になる点 特になし。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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写真
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【28-1】 CLTを用いた既存木造住宅の耐震補強

平成29年2月21日

平成29年10月9日

三重大学大学院・教授・中井毅尚

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由
工場見学の折、改修工事にCLTを採用する事例は、中四国地方では初と銘建
工業から伺い、CLT普及のきっかけになればと思い採用した。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点

無骨感の中にもスマートさが感じられる仕上がりになり、予想以上の出来映えで
あった。CLTは構造材料として優秀な材料であるかもしれないが、あらわし仕上
げに意匠性を取り入れることにより、面白い顔色が見られ、今後の普及に活かし
てほしい。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

構造用のCLTを県産材を使用して製作すると、かなり価格が高く驚いた。ただ、
建築側の要望を満足すべく、最近専門家らが提案しているグリーンラミナ27,000
円／㎥以下だと、かなり大規模な製材工場が必要と思われる。

（４） （３）の問題点の解決方法
提供側の努力を待つしかない。建築工事の場合、最終的には総工費で判断す
るので、予定価格より上回れば、削減対象とならざるをえない。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

解決する努力はなされていると伺っているが、道半ばと言わざるをえない。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

今回の形のような、RCとSとの混構造。

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

特になし。

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

変化なし。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

変化なし。

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

現状考えていない。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

特になし。

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地

非常に現状に満足している。また、多くの方が見学や遊びに来られたが、誰からも自身も機会があれ
ば是非CLTを採用したいと言われた。また、どこにお願いしたら手に入り、どこにお願いしたらCLTを
使って建築してくれるのかを聞かれた。ただ、値段の話も必ず聞かれ、正直に答えると、「エッ、そんな
にするの？」という人が半分、それでも意匠性に惹かれてやってみたいという人が半分であった。

（２） 建物で気に入っている点

CLT耐力壁に孔を設けたことにより、オシャレ感があり非常に満足している。造作用のCLTも窓枠や
テーブルとして採用したが、こちらも集成材と違い狂いがなく満足している。中井氏からCLT耐力壁を
紹介されたときは、正直やぼったい気がしたが、意匠性をもたせることによって耐力壁とは思えないオ
シャレ感が強まり、細工をお願いして良かったと思う。

（３） 建物で気になる点 特になし。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【28-2】 大牟田の整骨院併用住宅新築工事の建築実証

平成29年3月

平成29年9月

鹿児島大学・准教授・鷹野 敦

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由
予算が限られ合理的な建物の構成や工法が求められる中で、シンプルで強靭な
建物を作るために、木の持つ様々な良さを最大限活かすことができるCLTが最
適であったため。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
木の塊として、意匠・構造・環境の側面を兼ね備えた合理的な建物構成が可能
になる

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

材料価格や新しい工法に対する抵抗が施工者に少なからずある

（４） （３）の問題点の解決方法 CLTの良さを活かした建物の事例を増やすこと

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

徐々に解決に向かっているのではないかと思う

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

面材による構成に合理性がある建物。CLTでなければできないような建物。

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

特に変化なし

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

想定内

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

蟻害などに対する定期的なメンテナンス

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地 視覚や嗅覚に加え、量感を伴った肌触りなど、より木を感じることができる。

（２） 建物で気に入っている点 木の香りのする伸びやかな空間

（３） 建物で気になる点
CLTとは直接関係ないが、窓面が多い為、日射遮蔽の効果が心配。ブラインド
等の設置で対応予定。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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写真
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【28-2】 大牟田の整骨院併用住宅新築工事の建築実証

平成29年3月

平成29年9月

鹿児島大学・准教授・鷹野 敦

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由
予算が限られ合理的な建物の構成や工法が求められる中で、シンプルで強靭な
建物を作るために、木の持つ様々な良さを最大限活かすことができるCLTが最
適であったため。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
木の塊として、意匠・構造・環境の側面を兼ね備えた合理的な建物構成が可能
になる

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

材料価格や新しい工法に対する抵抗が施工者に少なからずある

（４） （３）の問題点の解決方法 CLTの良さを活かした建物の事例を増やすこと

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

徐々に解決に向かっているのではないかと思う

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

面材による構成に合理性がある建物。CLTでなければできないような建物。

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

特に変化なし

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

想定内

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

蟻害などに対する定期的なメンテナンス

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地 視覚や嗅覚に加え、量感を伴った肌触りなど、より木を感じることができる。

（２） 建物で気に入っている点 木の香りのする伸びやかな空間

（３） 建物で気になる点
CLTとは直接関係ないが、窓面が多い為、日射遮蔽の効果が心配。ブラインド
等の設置で対応予定。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【28-3】 函南の家新築工事の建築実証

平成29年11月予定

平成29年9月30日

福山弘構造デザイン・代表・福山弘

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由 傾斜地での作業床・スラブ・下階の天井を兼ねて最適な用途であったから

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点 仕上げ工程・断熱工事などを省くことができた。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

工事期間中の雨濡れに対するリスク対応が難しい。

（４） （３）の問題点の解決方法
屋根工事・防水工事までの期間を短くする。（予定だったが、施工会社の都合で
かなり工期が延びてしまっている。）
仮防水の方法をきちんとしておく

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

関係していない

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

３次元トラス架構など、住宅のプラットフォーム床

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

2018年中竣工予定の寺院、住宅

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

特になし、ややクリープを生じているか。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

予想範囲内

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

仮にクリープが過大になってきた場合、鉄骨の支柱やフレームワークを適宜追加
するが、現在のたわみは計算の通りのレベルなので特に改修予定はない

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

特になし。

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地 満足している予定

（２） 建物で気に入っている点 佇まい

（３） 建物で気になる点
軒を深くして雨掛かりを抑え、CLT上側には通気層を設けたうえでFRP防水を施
しているが、経年的に防水が切れた場合などにスラブ上側への雨漏りを生じる可
能性がある。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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写真
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【28-3】 函南の家新築工事の建築実証

平成29年11月予定

平成29年9月30日

福山弘構造デザイン・代表・福山弘

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由 傾斜地での作業床・スラブ・下階の天井を兼ねて最適な用途であったから

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点 仕上げ工程・断熱工事などを省くことができた。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

工事期間中の雨濡れに対するリスク対応が難しい。

（４） （３）の問題点の解決方法
屋根工事・防水工事までの期間を短くする。（予定だったが、施工会社の都合で
かなり工期が延びてしまっている。）
仮防水の方法をきちんとしておく

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

関係していない

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

３次元トラス架構など、住宅のプラットフォーム床

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

2018年中竣工予定の寺院、住宅

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

特になし、ややクリープを生じているか。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

予想範囲内

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

仮にクリープが過大になってきた場合、鉄骨の支柱やフレームワークを適宜追加
するが、現在のたわみは計算の通りのレベルなので特に改修予定はない

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

特になし。

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地 満足している予定

（２） 建物で気に入っている点 佇まい

（３） 建物で気になる点
軒を深くして雨掛かりを抑え、CLT上側には通気層を設けたうえでFRP防水を施
しているが、経年的に防水が切れた場合などにスラブ上側への雨漏りを生じる可
能性がある。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【28-4】 文化財等倉庫新築工事における温湿度環境性能実証

平成29年2月

平成29年9月30日

株式会社エムロード環境造形研究所　副所長　小見山陽介

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由

英国でCLT設計の実務を経験して2014年に帰国した。これまでの木造建築は柱・梁に断熱材や耐火
被覆など必要な機能の分だけ部品を付加することで成立していたが、対して CLT は木のかたまりで
あり、その厚さ・広さを活かし、様々な機能を兼ね備えた建材として使える利点があると思う。そこで、
榛名神社収蔵庫では、特にCLT の持つ断熱性能・調温調湿性能を活かせることからCLTパネル工
法を採用した。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
構造的には壁柱と床パネルによるシンプルな架構を可能にし、環境的には木材
だけで断熱性や調湿性、遮炎性をある程度充足できるほか、意匠的にはそのま
ま仕上げ材にもなる。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

接合部の施工方法などノウハウが確立していない部分が多々ある。

（４） （３）の問題点の解決方法

設計・施工の各段階で銘建工業のCLT経験者の方の協力を得ながら、施行されたばかりの告示を読
み解いてCLTパネル工法を実現した。地元工務店にはCLT施工経験がなく、自分も国内では施工経
験がなかったため、つくばのCLT実証棟も手掛けた木村建造にCLT建て方協力を依頼した。建て方
中は地元工務店と自分たち設計者もすべての工程に立ち会うことで、技術の伝達・普及に努めた。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

告示で不明確な部分は『2016年公布・施行 CLT関連告示等解説書』 ・『2016年
版CLTを用いた建築物の設計施工マニュアル』を参照することである程度解決
可能であるが、実際にはケースバイケースで現場対応が必要なものも多い。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

あくまでもCLTを新しい建材のひとつとして捉えたい。必要とされる建築空間が
先にあり、それを実現するために適材適所な使い方であることが重要だと思う。

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

精度が求められる複雑な建築形態の実現、既存樹木や既存建物への負荷低減のための軽量化、狭
小敷地における静かで効率的な施工、労働力減少対策としてのプレファブ化、都市部への人口集中
に伴う学校不足と住宅難解決のための施工スピード向上、パリ協定に基づくCO2削減への建設分野
の貢献など、より大きな問題を解決するための手段となる場面において、混構造を厭わずにCLTを採
用したい。

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

前橋工科大学との共同研究で室内環境をモニタリングしているが、特に建築物
に劣化等は見られない。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

内部環境の安定性など、現時点では変化は予想範囲内である。

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につ
いて

引き続き室内環境をモニタリングし、季節や天候による影響を分析し、保全計画
や改修計画を立てていきたい。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

前橋工科大学との共同研究で室内環境をモニタリング中である。

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地 温度・湿度等の室内環境が安定している。

（２） 建物で気に入っている点 柱梁がないため、外から見たときの印象よりも、内部空間を広く感じる。

（３） 建物で気になる点
通風経路等も含めてデザインされているため、内部に収める収蔵物の配置・展
示方法等については竣工後も設計者に継続的に関わってほしい。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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写真
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【28-4】 文化財等倉庫新築工事における温湿度環境性能実証

平成29年2月

平成29年9月30日

株式会社エムロード環境造形研究所　副所長　小見山陽介

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由

英国でCLT設計の実務を経験して2014年に帰国した。これまでの木造建築は柱・梁に断熱材や耐火
被覆など必要な機能の分だけ部品を付加することで成立していたが、対して CLT は木のかたまりで
あり、その厚さ・広さを活かし、様々な機能を兼ね備えた建材として使える利点があると思う。そこで、
榛名神社収蔵庫では、特にCLT の持つ断熱性能・調温調湿性能を活かせることからCLTパネル工
法を採用した。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
構造的には壁柱と床パネルによるシンプルな架構を可能にし、環境的には木材
だけで断熱性や調湿性、遮炎性をある程度充足できるほか、意匠的にはそのま
ま仕上げ材にもなる。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

接合部の施工方法などノウハウが確立していない部分が多々ある。

（４） （３）の問題点の解決方法

設計・施工の各段階で銘建工業のCLT経験者の方の協力を得ながら、施行されたばかりの告示を読
み解いてCLTパネル工法を実現した。地元工務店にはCLT施工経験がなく、自分も国内では施工経
験がなかったため、つくばのCLT実証棟も手掛けた木村建造にCLT建て方協力を依頼した。建て方
中は地元工務店と自分たち設計者もすべての工程に立ち会うことで、技術の伝達・普及に努めた。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

告示で不明確な部分は『2016年公布・施行 CLT関連告示等解説書』 ・『2016年
版CLTを用いた建築物の設計施工マニュアル』を参照することである程度解決
可能であるが、実際にはケースバイケースで現場対応が必要なものも多い。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

あくまでもCLTを新しい建材のひとつとして捉えたい。必要とされる建築空間が
先にあり、それを実現するために適材適所な使い方であることが重要だと思う。

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

精度が求められる複雑な建築形態の実現、既存樹木や既存建物への負荷低減のための軽量化、狭
小敷地における静かで効率的な施工、労働力減少対策としてのプレファブ化、都市部への人口集中
に伴う学校不足と住宅難解決のための施工スピード向上、パリ協定に基づくCO2削減への建設分野
の貢献など、より大きな問題を解決するための手段となる場面において、混構造を厭わずにCLTを採
用したい。

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

前橋工科大学との共同研究で室内環境をモニタリングしているが、特に建築物
に劣化等は見られない。

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

内部環境の安定性など、現時点では変化は予想範囲内である。

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につ
いて

引き続き室内環境をモニタリングし、季節や天候による影響を分析し、保全計画
や改修計画を立てていきたい。

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

前橋工科大学との共同研究で室内環境をモニタリング中である。

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地 温度・湿度等の室内環境が安定している。

（２） 建物で気に入っている点 柱梁がないため、外から見たときの印象よりも、内部空間を広く感じる。

（３） 建物で気になる点
通風経路等も含めてデザインされているため、内部に収める収蔵物の配置・展
示方法等については竣工後も設計者に継続的に関わってほしい。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【28-6】 KFC堺百舌鳥店新築工事の建築実証

平成29年3月24日

平成29年9月28日

Sho建築設計事務所　代表　畑　正一郎

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由
2014年にCLTバス停建設に参加してから、その構造特性から工期短縮を見込め
ると感じていた。店舗建築は工期短縮が重要事項のため、今回新築するに辺り
法整備も整った事から施主に提案し実現した。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
建て方スピードがとにかく早い！構造材兼下地材なので、建て方終了後すぐに
仕上げ作業に入れる。工期短縮のメリットは店舗建築おいて大きい。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

CLTに使える市販認定金物がXマークしかないため、屋根小屋組みに市販梁受
け金物も使えない。また、小屋組み・床、屋根パネルに告示上同耐力を要求され
ているため、梁仕口にも床と同等の高耐力が要求される。

（４） （３）の問題点の解決方法

市販小屋組金物多くがビス固定のため、CLTとの仕口はほぼボルトを使ったオリジナル仕
口となった。Xマーク金物以外で使用する際の金物の根拠が「木構造計算規準」になるた
め、規準書に則りCLTと市販金物接合は全てボルトとした。また法規との整合が必要のた
め、ある意味実現に向けて確認申請機関構造担当者との共同作業となった。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

現時点で、小屋組み用認定金物は無し。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

2階建てまでの店舗及びオフィスビル、回廊

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

今店舗建築物

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

壁柱・天井、軒天を表しにしているため、CLT建材塗装色の濃度変化

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

経年変化であるため、想定内である

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

表し部分の塗装替

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

特になし

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地
木質表しの空間は、暖かさが伝わると共に落ち着きがある。また、開口部が大きく
店内が明るい。

（２） 建物で気に入っている点
空間内に柱型無いため隅に凹凸も無く空間が広く使え、特に厨房内作業動線及
び通路幅にロスがない。

（３） 建物で気になる点 木質表しが初めての店舗なので、今後のメンテナンスと経年変化が気になる。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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写真
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CLT活用建築物等実証事業　竣工後経過観察アンケート

【28-6】 KFC堺百舌鳥店新築工事の建築実証

平成29年3月24日

平成29年9月28日

Sho建築設計事務所　代表　畑　正一郎

※上記記載者等が回答してください

（１） CLT（またはCLT等）を採用した理由
2014年にCLTバス停建設に参加してから、その構造特性から工期短縮を見込め
ると感じていた。店舗建築は工期短縮が重要事項のため、今回新築するに辺り
法整備も整った事から施主に提案し実現した。

（２） CLT（またはCLT等）を利用してよかった点
建て方スピードがとにかく早い！構造材兼下地材なので、建て方終了後すぐに
仕上げ作業に入れる。工期短縮のメリットは店舗建築おいて大きい。

（３）
CLT（またはCLT等）を利用して分かった問題
点

CLTに使える市販認定金物がXマークしかないため、屋根小屋組みに市販梁受
け金物も使えない。また、小屋組み・床、屋根パネルに告示上同耐力を要求され
ているため、梁仕口にも床と同等の高耐力が要求される。

（４） （３）の問題点の解決方法

市販小屋組金物多くがビス固定のため、CLTとの仕口はほぼボルトを使ったオリジナル仕
口となった。Xマーク金物以外で使用する際の金物の根拠が「木構造計算規準」になるた
め、規準書に則りCLTと市販金物接合は全てボルトとした。また法規との整合が必要のた
め、ある意味実現に向けて確認申請機関構造担当者との共同作業となった。

（５）
（３）の問題点は、平成28年4月のCLT関係告
示施行以降は解決されているか

現時点で、小屋組み用認定金物は無し。

（６）
今後CLT（またはCLT等）を採用するとすれ
ば、どのような建築物を想定するか

2階建てまでの店舗及びオフィスビル、回廊

（７）
（６）について具体的な実績や計画（該当ある
場合）

今店舗建築物

（１）
CLT（またはCLT等）を含め、建築物にはどの
ような変化が生じているか

壁柱・天井、軒天を表しにしているため、CLT建材塗装色の濃度変化

（２）
変化は予想範囲内であるか。予想と異なる変
化はあったか

経年変化であるため、想定内である

（３）
今後想定している保全計画や改修計画につい
て

表し部分の塗装替

（１）
実証事業終了後に行った性能確認試験等の
情報

特になし

※CLT（またはCLT等）の使用に起因すると思われる利用者の意見を上記記載
者等がヒアリングし、記載してください

（１） 使い心地、住み心地
木質表しの空間は、暖かさが伝わると共に落ち着きがある。また、開口部が大きく
店内が明るい。

（２） 建物で気に入っている点
空間内に柱型無いため隅に凹凸も無く空間が広く使え、特に厨房内作業動線及
び通路幅にロスがない。

（３） 建物で気になる点 木質表しが初めての店舗なので、今後のメンテナンスと経年変化が気になる。

２．利用者（居住者）の意見

事業名

竣工時期

1.2　経過観察

1.3　その他

回答日

記載者（所属・肩書き・氏名）

１．設計者等の意見

1.1　設計時または施工時
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2. 普及資料 
 平成 29 年度においては、これまでの実績が増えてきたこともあり多くの普及資料を

作成することができた。大きなものとしては「CLT 建築事例集」「CLT 接合部強度デー

タ集」がある。これらは平成 29 年度の実証事業成果報告会において配布し、好評を得

た。 
 
2.1 実証事業の分類と CLT の活用事例 

既に平成 28 年度末においては、実証事業を通して分かってきたことをまとめて平成

28 年度の実証事業成果報告会において発表した。この時期においては平成 28 年度補

正の実証事業が進行し始めたばかりであり、平成 28 年度補正頃から増えてきた中大規

模建築物への CLT の活用状況についても触れている。この度、平成 29 年度実施分も

含めて構造計算ルートの適応分類や防耐火性能の要求分類について再度整理したので

後掲する。 
 
2.2 CLT 事例集 

 前項と併せ、実証事業のこれまでの成果をさらに分かりやすく発信するため、CLT
建築事例集を制作して配布した。その中から、CLT パネル工法 2 件、CLT 部分利用 2
件の事例を掲載する。全ページについては住木センターホームページに掲載されてい

るためご参照いただきたい。 
「CLT 建築事例集 —CLT 活用建築物等実証事業から—」 
（公財）日本住宅・木材技術センター（平成 30 年 1 月 31 日発行） 
http://www.howtec.or.jp/publics/index/102/ 
 
2.3 CLT 接合部強度データ集 

 実証事業においては、提案する建築物の設計のために多くの接合部等の強度試験が

行われてきた。これらを他の設計者が参照しやすくするために共通様式で取りまとめ、

データ集として公表した。これらの多様な接合部の試験データは今後の設計に有益な

資料となりうるものであり、適用範囲や要求性能が合えば具体の設計に活用されてい

くことが期待される。当該データ集についても住木センターホームページで公開して

いるためご参照いただきたい。 
「CLT を活用した建築物等実証事業に係る CLT 接合部強度データ集」 
（公財）日本住宅・木材技術センター（平成 30 年 2 月発行） 
http://www.howtec.or.jp/publics/index/102/ 
 
データ集の取りまとめについては「CLT を活用した建築物等実証事業検討委員会」に

付随して設けた「CLT 接合部データ集作成部会」で検討を行った。以下に協力いただ
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いた委員を掲載する。 
 
表 2 平成 29 年度 CLT 接合部データ集作成部会 委員一覧 

 名前 所属 肩書き 

主査 河合 直人 工学院大学 建築学部建築学科 教授 

委員 福山 弘 福山弘構造デザイン 代表 

協力委員 中越 隆道 （一社）日本 CLT 協会 開発技術部 構造設計相談室担当 
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1 7

CLTを壁・庇に利用した店舗です。
軒天と壁柱のCLTを現しにしており、木の温かさが伝わる内部空間となっています。
同規模の建物としては鉄骨造が主流ですが、構造体の施工面ではCLT工法の採用により、
10日以上の大幅な工期短縮を実現しています。CLTは構造体兼下地材として利用できるので、
建て方終了後すぐに仕上げ作業に移れることが工期短縮に繋がっています。
なお、コスト面では鉄骨造と比較して、現状では割高となっていますが、
CLT対応市販金物の普及等、今後の取り組みによりコストダウンが見込まれます。

N
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平面図
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南側立面図
SCALE:1/250

KFC堺百舌鳥店 【CLTパネル工法 ①】CASE 1

西側立面図
SCALE:1/250
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1 8

施工風景

笊柱脚金物アンカーボルトは、型板固定にてコンクリート打設時のズレをなくした。アンカーボルト位置は誤差±２㎜に抑え、建て方
時のズレ防止を図った。
笆通気パッキン設置後、柱脚金物設置。アンカー施工精度により、不備なく迅速に金物設置ができた。
笳プレカット材に明記してある位置に金物を先付けし、その後、建て方開始。CLT柱脚穴に対し、ズレなく設置が完了した。
笘外壁部建て方完了。
笙鉄骨支柱部と合わせながらCLT庇の接合開始。CLT庇には鉄骨支柱サヤ管部先付けにて位置合わせズレ防止とした。接合するだけで
なく、鉄骨支柱の垂直を保っての庇設置はプレカット精度と支柱建て精度にミリ単位の施工精度が要求された。
笞建て方完了。

1 2

3 4

5 6
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1 9

コスト・工期比較

用途：飲食店
建設地：大阪府堺市
設計：Sho建築設計事務所
施工：㈱共栄店舗
CLTパネル供給：銘建工業㈱
構造・工法：CLTパネル工法
階数：平屋建て
高さ：5.4m
軒高：3.52m
敷地面積：671.63㎡
建築面積：185.82㎡

階別面積：［１階］ 161.11㎡（対象建物：133.82㎡、付帯建物：27.29㎡）
延べ面積：161.11㎡
設計期間：H28.4月～ 9月
施工期間：H29.1月～ H29.3月
CLT躯体施工期間：H29.2月上旬（４日）
CLT使用部位：壁・屋根　
CLT使用量：加工前製品量25㎥　建築物使用量23㎥
CLTの仕様：
　［壁］90㎜厚/ラミナ構成 3層3プライ/強度区分 S60A/樹種 スギ
　［屋根］120㎜厚/ラミナ構成 3層4プライ/強度区分 S60A/樹種 スギ

項目 木造（CLTパネル工法） 鉄骨造
規模 平屋建て（CLT関連面積） 166.90㎡ 平屋建て（鉄骨関連面積） 185.65㎡

工程 基礎金物（　マーク金物）−CLT壁−小屋組−水平力合板
−束建て−屋根下地−CLT庇

柱・梁・庇建て−母屋・胴縁−屋根・外壁下地−断熱材
−内壁下地組

坪単価コスト

20万円/坪（屋根・外壁下地材完了まで） 17万円/坪（屋根・外壁下地材完了まで）

項目 数量 単価 備考 項目 数量 単価 備考

材料費 25㎥ 10万円 CLT 材料費 15t 12万円 柱・梁

加工費 24㎥ 4万円 CLT 加工費 15t 7万円 柱・梁

その他材料費 17㎥ 9万円 屋根・下地 その他
  材料費・

加工費
4t 120万円 細材・下地材

その他加工費 9㎥ 5万円 小屋組

建て方費 34㎥ 8.5万円 建て方費 19t 4万円

輸送費 3台 36万円 輸送費 3台 36万円

その他 25㎥ 6.5万円 接合金物他 その他 150㎥ 0.6万円 内部下地費

工期 ４日 14日

総括

意匠面によりコストは左右されるが、今回は初めての
施工ということもあり、施工費が想定より割高になっ
た。水平力負担構造用合板の上に大屋根という二重屋
根になったのもコストアップ要因になった。ただ、工
法が周到されていけば、今後、施工費も下がっていく
と思われる。

意匠面によりコストは左右されるが、細材を組み立て
ていく手間と細かな下地等の付帯工事が発生するため
施工日数がかかる。ただ、確立された工法ゆえに施工
費も計算できるが、今後、鉄材は高騰が予想されるた
めコストも上がっていくと思われる。

χ

建物データ

出典：平成28年度 CLT（直交集
成板）を活用した先駆的な建築物
の建設等支援事業 報告書

コスト・工期比較
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施工風景

笊柱脚金物アンカーボルトは、型板固定にてコンクリート打設時のズレをなくした。アンカーボルト位置は誤差±２㎜に抑え、建て方
時のズレ防止を図った。
笆通気パッキン設置後、柱脚金物設置。アンカー施工精度により、不備なく迅速に金物設置ができた。
笳プレカット材に明記してある位置に金物を先付けし、その後、建て方開始。CLT柱脚穴に対し、ズレなく設置が完了した。
笘外壁部建て方完了。
笙鉄骨支柱部と合わせながらCLT庇の接合開始。CLT庇には鉄骨支柱サヤ管部先付けにて位置合わせズレ防止とした。接合するだけで
なく、鉄骨支柱の垂直を保っての庇設置はプレカット精度と支柱建て精度にミリ単位の施工精度が要求された。
笞建て方完了。
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CLT壁

１階・２階をオフィスとする貸事務所を想定した建物です。
床・壁・屋根パネルにCLTを用いています。
CLTパネル工法では断熱材が削減でき、内壁は現しのまま使え、同規模のRC造と比べると
格段に速く施工でき、視覚的にも温かさを感じることができます。
パネルの大きさも自在に設定することができ、様々なモジュールの建築物に使用が可能です。
また、本建物では２階の事務所スペースにてスパン約９mの大空間を
集成材の大梁によって実現しています。

1F

2F

平面図
SCALE:1/250

井上ビル 【CLTパネル工法 ②】CASE 2
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笊アンカーボルトの使用本数は205本で、打ち込み後レベル調整を行い、フラットバーを取り付け再度レベルを測り、トランシットにて
修正した。
笆笳笘269ピースのCLT搬入を８回で行い、１回で約34ピース、工程として建て方に３週間、搬入を3日おきに、１日当たりの建て方は
14ピースを目標に掲げた。建て方と並行して次の建て方の準備・仕分け作業を行った。パネルの養生と梱包、配置について熟慮が必要
となった。今回は25tクレーンを常駐させての作業で場所が狭かったため奥側から建て込み、最終的にクレーンを13tに入れ替えた後、
バルコニーと庇のはね出し部分の施工を行った。
笙スラブ同士の接合は、長ビス（パネリード）を使用し、45°の角度で千鳥打ちとした。
笞２階大梁の施工。大梁の金物には梁受金物（テックワン）を使用した。
笵笨スラブの敷き込みの様子。多少の寸法誤差やクリアランスとして見込んでいた２㎜分のズレが生じた。寸法調整は庇・バルコニー
のはね出しにおいて行った。

施工風景

1 2 3

4 5 6

7 8
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構造用金物の耐火被覆については、外部
側は12㎜石膏ボード＋金属板にて被覆し、
内部側は12㎜石膏ボード＋15㎜強化石膏
ボードにて被覆しています。なお、スリー
ブ開口等、CLTに開けた開口については
ロックウールを充填しています。

用途：事務所
建設地：福岡県筑紫郡那珂川町
設計：㈱ブルク
施工：㈱大匠建設
CLTパネル供給：山佐木材㈱
構造・工法：CLTパネル工法
階数：２階建て　
高さ：8.652m
軒高：8.402m
敷地面積：329.85㎡
建築面積：215.72㎡

階別面積： ［１階］212.21㎡　［２階］187.95㎡ 
延べ面積：400.16㎡
設計期間：H28.5月～ 10月
施工期間：H28.11月～ H29.2月
CLT躯体施工期間：３週間
CLT使用部位：床・壁・屋根・階段
CLT使用量：加工前製品量210.12㎥　建築物使用量180.26㎥
CLTの仕様：
　［壁］150㎜厚/ラミナ構成 5層5プライ/強度区分 Mx60A/樹種 スギ 　　　　　　
　［床］210㎜厚/ラミナ構成 5層7プライ/強度区分 Mx60A/樹種 スギ
　［屋根］150㎜厚/ラミナ構成 5層5プライ/強度区分 Mx60A/樹種 スギ

金物の耐火被覆

北側立面図
SCALE:1/250

東側立面図
SCALE:1/250

建物データ

断面図
SCALE:1/250
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金物の耐火被覆
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笊アンカーボルトの使用本数は205本で、打ち込み後レベル調整を行い、フラットバーを取り付け再度レベルを測り、トランシットにて
修正した。
笆笳笘269ピースのCLT搬入を８回で行い、１回で約34ピース、工程として建て方に３週間、搬入を3日おきに、１日当たりの建て方は
14ピースを目標に掲げた。建て方と並行して次の建て方の準備・仕分け作業を行った。パネルの養生と梱包、配置について熟慮が必要
となった。今回は25tクレーンを常駐させての作業で場所が狭かったため奥側から建て込み、最終的にクレーンを13tに入れ替えた後、
バルコニーと庇のはね出し部分の施工を行った。
笙スラブ同士の接合は、長ビス（パネリード）を使用し、45°の角度で千鳥打ちとした。
笞２階大梁の施工。大梁の金物には梁受金物（テックワン）を使用した。
笵笨スラブの敷き込みの様子。多少の寸法誤差やクリアランスとして見込んでいた２㎜分のズレが生じた。寸法調整は庇・バルコニー
のはね出しにおいて行った。

施工風景

1 2 3

4 5 6

7 8
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CLTを２階の床構面に採用した２階建て木造軸組構法の併用住宅です。
本建築は比較的狭小な敷地に建設され、１階部分が店舗、２階部分が住宅となっています。
１階の店舗を無柱空間としつつ、外部駐車面積を確保しながら、
２階居住部分の床面積を確保するため、
２階床構面にCLTを用いることではね出しを
実現することができました。
日本の都市型住居における１つのCLT有効利用の
典型例といえます。

平面図
SCALE:1/150

断面図
SCALE:1/150
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くりばやし整骨院 【併用構造･部分的利用 ①】CASE 3
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 外壁：ラジライトしごきの上EP
           ラスモル：t12
           縦胴縁：13.5×45@455
           構造用合板 t12
           透湿防水シート
           断熱材：GW24k t100

 床：パインフローリングt15 w111
        構造用合板t24
        ネダ 45×60@303
        大引き 90×90@910
        調整楔t10～20
        断熱材：GW 24k t100
        CLT t150

軒樋（sus製作）

D接合
2-PX8-200［EJPF］
 @1200以下 斜めクロス打ち

B接合
P6-185［EJPF］
 @300チドリ（チドリ幅35㎜）

C接合
CW-51RF［EJPF］
 @150チドリ（チドリ幅30㎜）

A接合
DP7-250［EJPF］
 @200チドリ（チドリ幅35㎜）

1

2

屋根：カラーガルバリウム鋼板 t0.3 竪平葺
         ゴムアス防水
         ネダノン合板 t24
         断熱材：スタイロフォーム t4

3
100

 外壁：FMXコテ仕上げ t3
           ラスモル：t31.5
           縦胴縁：13.5×45@455
           構造用合板 t12
           透湿防水シート
           断熱材：GW t100

空調吹出口

床：長尺塩ビシート t5
      厚物合板 t24
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矩計図
SCALE:1/35
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CLT接合部仕様

建物データ

用途：店舗併用住宅
建設地：神奈川県藤沢市
設計：鍋野友哉アトリエ
施工：寛建設㈱
CLTパネル供給：銘建工業㈱
構造・工法：木造軸組構法＋CLT（床）
階数：２階建て　
高さ：6.35m　軒高：6.15m
敷地面積：100.25㎡　建築面積：62.03㎡

階別面積：［１階］ 43.65㎡　［２階］ 57.18㎡　［塔屋階］6.67㎡
延べ面積：107.5㎡
設計期間：H26.3月～ 8月
施工期間：H26.9月～ H27.3月
CLT躯体施工期間：建て方工程２日
CLT使用部位：床
CLT使用量：7.8㎥
CLTの仕様：
　［床］ 150㎜厚/ラミナ構成 5層5プライ/強度区分 Mx60A/樹種 スギ

A接合
DP7-250［EJPF］
@200チドリ
（チドリ幅35㎜）

C接合
DW-51RF［EJPF］
@150チドリ
（チドリ幅30㎜）

B接合
P6-185［EJPF］
@300チドリ
（チドリ幅35㎜）

D接合
2-PX8-200［EJPF］
@1200以下
斜めクロス打ち
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CLT−横架材間接合部 ①

A接合
DP7-250［EJPF］
@200チドリ
（チドリ幅35㎜）

C接合
DW-51RF［EJPF］
@150チドリ
（チドリ幅30㎜）

B接合
P6-185［EJPF］
@300チドリ
（チドリ幅35㎜）

D接合
2-PX8-200［EJPF］
@1200以下
斜めクロス打ち
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CLT−横架材間接合部 ②

CLT間接合部（面内補剛用） CLT間接手方向･幅はぎ方向接合部

CLT接合部仕様

SCALE:1/10
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           縦胴縁：13.5×45@455
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        ネダ 45×60@303
        大引き 90×90@910
        調整楔t10～20
        断熱材：GW 24k t100
        CLT t150

軒樋（sus製作）

D接合
2-PX8-200［EJPF］
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           断熱材：GW t100

空調吹出口

床：長尺塩ビシート t5
      厚物合板 t24

A

B

5,900

15
0

B

D

C

950

1FL460

A

CLT床

矩計図
SCALE:1/35

- 80 -



2 8

CASE 4

- 82 -



2 9

ティンバードテラス 【併用構造･部分的利用 ②】

CLTを床・壁に採用した
木造軸組構法の３階建ての共同住宅です。
はね出し（バルコニー）を含む床は、CLTを用いることによって実現しています。
また木造軸組と組み合わせ、地震力を負担する耐力壁としてCLTを用いています。
防耐火については１時間準耐火性能が求められ、防耐火設計を告示に基づいて行い、
併せて接合部・防耐火ディテールを既往実験データを活用して設計しています。
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天井3a：
PBt12.5の上、クロス貼り
木下地30*45@450、GWt50

壁5c：
仕上CLTパネルt35の上
OS+UC塗り
PBt12.5+12.5

壁4：
構造CLTパネルt90の上
OS+UC塗り

床2c：
フローリングt15（ウォルナット）
遮音シートt4、硬質PBt12.5
遮音シートt4、パーチクルボードt20
鋼製束+防振ゴム

壁1a：
PBt12.5+12.5の上、漆喰塗り
木下地40*65@450

天井5b：
PBt12.5の上、AEP塗り
木下地30*45@450

壁1b：
PBt12.5
木下地40*

壁：
PBt12.5+12.5の上
クロス張り

壁：
仕上CLTパネルt35の上
OS+UC塗り
PBt12.5+12.5

壁：
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木下地30*45@450、GWt50、独立下地

床：
ウッドデッキt30の上、WP塗り
根太・大引き、シート防水
構造用合板t12+12、木下地　

外壁：
サイディングボード+薄塗り材
防水紙、硬質木片セメント板t18
横胴縁36 45@450
間柱45
ポリスチレンフォームt60

屋根：
フッ素ガルバリウム鋼板葺きt0.4
アスファルトルーフィング
構造用合板t12、垂木30
ポリスチレンフォームt100

軒天：
スギ板t12の上
WP塗り

ユニットバスの上、PBt12.5+12.5
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建築工程

笊梁取り付け時。仮筋かいを用いて全体フレームを固める。
笆CLT壁取り付けの様子。
笳CLT床・壁取り付け完了時。床は小梁なしで施工が可能。
笘CLT床には一部設備開口を設ける。
笙CLT壁の外壁側の様子。柱とCLT壁をＬ型アングルで接合して
いる。外壁側には硬質木片セメント板を張り、金物に対する耐火
被覆を行う。
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3 2

建物データ

用途：共同住宅
建設地：石川県小松市
設計：㈱SALHAUS
施工：㈱梶谷建設、㈱中東
CLTパネル供給：㈱中東
構造・工法：木造軸組構法＋CLT（床・壁）
階数：３階建て　
高さ：12.21m　軒高：10.10m
敷地面積：1046.08㎡
建築面積：299.66㎡

階別面積： ［１階］ 256.74㎡　［２階］ 261.24㎡　［３階］ 261.24㎡
延べ面積：779.22㎡
設計期間：H27.5月～ 10月
施工期間：H27.12月～ H28.6月
CLT躯体施工期間：２週間
CLT使用部位：床・壁
CLT使用量：加工前製品量130㎥ 　建築物使用量111㎥
CLTの仕様：
　［壁］ 90㎜厚/ラミナ構成 3層3プライ/強度区分 Mx60/樹種 スギ
　［床］ 150㎜厚/ラミナ構成 5層5プライ/強度区分 S60/樹種 スギ

南側立面図
SCALE:1/200

東側立面図
SCALE:1/200
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3. 検討委員講評 
 実証事業において検討委員会委員の存在は切り離せないものである。事業採択の採

点や助言、現地調査、成果報告会でのディスカッションなど多くの協力をいただいた。

検討委員としても、実際に現場に赴き、実施者の生の声を聞くことは現場を知るうえ

で非常に有意義なものであったと考えている。検討委員から、それぞれの専門分野か

ら見た実証事業に対する意見や期待することなどを委員講評として寄稿していただい

た。専門家の意見として参考にするとともに、今後の CLT 建築の目指すべき方向など

を考える材料としたい。 
 
3.1 材料 

（1）CLT 材料の特徴 

CLT は比較的厚い幅広板を直交に重ねて接着して、厚い面材（パネル状）にしたも

ので、日本農林規格によって一つの基準が示されている。 
一般の木材は湿度変動に伴う膨張収縮（寸法変化）、強度や吸水なども方向による差

異（異方性）がある。それに対して CLT の材料特性は製材板を直交して重ね、接着し

ているので寸法変化に異方性がなく、寸法の変化量が少ないことに大きな特徴がある。

集成材や LVL のように積層するラミナが繊維方向を同じくしている厚い板も異方性が

あり、CLT とは異なる。このように CLT は面材と軸材をかねたような特性があり、合

板のように収縮を等方性に近づけた大きな厚板である。実証事業で見られた事例の展

開と今後の課題について記す。 
 

（2）木質構造から見た CLT 

建築技術者の関心はその材料特性から国土交通省告示「CLT パネル工法技術基準」

に準じた建築物はもとより、枠組壁工法、在来木造軸組工法などの木質構造の材料、一

部材としての使用がみられている。中層木造建築物や住宅以外の用途ではコンクリー

トや鉄鋼系との競争や共存の可能性がみられている。壁、床、天井などのシステムによ

ってさまざまな展開の可能性がみられており、機能性やデザイン的な試みや自由度の

高い形状の展開も予想される。 
壁材料としては CLT パネル工法に見られる水平荷重と鉛直荷重を支える機能と面材

料としての機能を重視たものがみられている。それらは構造設計を受けて接合金物や

接合方法が大きく異なっている。今後 CLT を構成するラミナの樹種、品等などによっ

て仕様がより多様化する可能性があり、接合方法、接合具なども標準となる簡易な一

般品と特殊なものが必要とされるであろう。とくに後者については設計、施工現場に

おける取扱いに支障の生じないための情報伝達方法が必要とされるであろう。 
開口部を構成する方法についても、大型パネルからくり抜く方式や小型パネルの組

み合わせによる方式がある。とくに後者はまぐさ、腰壁と壁との接合部分のラミナの
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繊維方向の平行、直交によって変形時の性状が異なるので留意が必要とされている。

それは集成材や製材の梁などを併用する場合の、取り合い部分でも留意すべき点であ

る。その主たる要因は木材の繊維方向と直交する組織、空隙のめり込み（部分圧縮）に

よるものである。繊維方向圧縮に比べて大きな変形が生じるために、仕上げ、長期使用

上の隙間などの配慮しておく必要がある。 
化粧材、造作材などの非構造材的な利用もありうるが、構造材料と異なるようなラ

ミナ構成や製造技術は今後の課題と考える。例えば表板の方向性や節などの存在が、

化粧性やデザインとしての印象に連結する。 
CLT をパネル単品として既存軸組木造住宅の改修に伴う耐震補強に用いた事例があ

る。現在の宅地事情では比較的間口の狭い住宅は多く、過去の地震被害も少なくない。

耐震診断と居住空間の改修とセットになった簡易補強として有効性が考えられる。構

造、施工、デザイン的な考慮への取り組みが重視される。 
 

（3）製造・流通から見た CLT 

CLT は製材品（ラミナ）を基本としているだけに地元木材を使用したいという期待

は大きい。原材料である丸太調達、製材品、ラミナ、CLT の製造方法そのものについ

ても色々な対応が必要である。とくに大量に必要となる製材板、すなわちラミナにか

かわる周辺課題は避けて通れない。単純な技術的な課題にしても枠組壁工法の枠組材、

集成材ラミナ、直交集成板の構成部材としての厚い板は多様化する用途との組み合わ

せによっては直接、間接に影響を受ける可能性は大きいと思われる。 
欧米諸国における木造建築物の構造躯体を構成する木材は製材板が中心で寸法体系

に規則性があり、汎用性が高い。それに対してわが国の国産材の構造材料としての製

材や乾燥は柱、梁などが中心になっているので、製材板の生産にそれなりの整理、対応

が必要である。構成部材やラミナとしての強度、歩留まりを重視した木取りや乾燥な

ど技術的対応に多くの課題を呈している。基本構成要素であるラミナが人工乾燥、接

着、フインガージョイントなどの組み合わせを前提にしているだけに、生産工程にお

けるカップや反りに関わる歩留まり、エネルギーに関わる木質燃料など、地域に応じ

た対応連携も必要となる。CLT の製造装置設置については規模や形式によって対応が

大きく異なる。受注の要求条件などを考慮すれば、ラミナの生産、受注に対する緩衝機

能としてのラミナのストックや用途に適した丸太選別、そのストックなども重要とな

るであろう。とくに大型の木造建築物件は一般の住宅とは異なり、見込み生産で対応

することは難しいからである。 
木材の幅広い用途、小ロットにどのように組み合わせ、ストック方法などで対応す

るかが課題であることは間違いない。とくに国産材を対象とした CLT の新たな木質構

造への展開や用途の期待は大きいものがあるが、その製造段階ついても原木、製材、ラ

ミナなど材料供給はもとより、生産に要するエネルギーや運搬など広範囲の配慮、連
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携が最大の課題と思われる。木材、木材製品が昭和 53 年（1964 年）の丸太非関税以

降の国際化 50 年余を経てきたが、今後も国際競争にあることは間違いない。JAS 製品

が使用多様化からの要求に対して地域の周辺状況に応じてどのようにするか課題であ

る。 
 

（4）CLT の材料特性の活かし方 

建築物の居住環境との関係で木材の持つ物理的な特性、熱伝導や熱容量、吸放湿性、

防耐火性、耐久性がどのように関与するかである。とくに近年木材の防耐火性能の確

保が不燃材被覆、木材の燃え代、燃えどまりなどの方法により展開されてきている。不

燃材被覆になると CLT 構造部分の寄与は見えにくくなるが、熱容量、熱伝導などの異

なる RC 造や鉄骨造や他の木質構造など居住環境に関わる温湿度変動、使用する際の

電気量、作業効率、体調変化など使用者、現場サイドからの実態や評価、要求を可能な

限り追跡調査することが必要と思われる。 
最近の木材に関わる業界、地方行政、施策担当者らの CLT への関心事は木材として

の圧倒するようなボリューム感にあるように感じられる。それが成熟した国産材を対

象とした需要拡大や、新たな木質構造への展開や用途への期待を大きくしている。木

材はわが国を代表する再生可能な資源で、これらは資源、エネルギー、環境保全にすく

なからぬ影響があり、国土および人々の生活に関わるものだけにその資源の持続性に

十分な配慮が必要である。とくに CLT（直交集成板）、木質バイオ発電、CNF(セルロ

ースナノフアイバー）、そして木材海外輸出が絡んでいる。木材利用が地球温暖化対策、

資源の持続性はもとより、改めて直接生活者との関係で「何故木材か」が問われている

と考えたい。 
 

（5）CLT 関連業界から見た現状の利用方法と今後の予測 

実物件において CLT の品質面での問題はほとんど出ていない。JAS 規格品で現場の

対応は満足されていると判断できる。また加工精度や施工時の建て方精度も問題点は

表面化していないが、アンカーボルトの精度が CLT の建て方が求める精度を満足して

いなく、施工に手間取った物件はあったと思われる。単純に考えると木工事専門に施

工する技能者と鉄骨造の技能者の精度についての経験または習慣の違いである。CLT
の場合は鉄骨造並みの精度が要求され、そのための技術を木工事業者が会得している

必要がある。 
設計上、CLT の現し仕上げが採用されている事例が多数あり、CLT の特徴の一つに

なっている。現しでまず課題となるのが壁に取り付く金物の処理方法で一般的には床

仕上げ面を高くし天井面を下げて金物を隠すようにしているが、金物を露出している

例もある。用途によっては金物をきれいに塗装してデザイン要素とした設計もありこ

れから設計される方の参考としていただきたい。 

- 89 -

繊維方向の平行、直交によって変形時の性状が異なるので留意が必要とされている。

それは集成材や製材の梁などを併用する場合の、取り合い部分でも留意すべき点であ

る。その主たる要因は木材の繊維方向と直交する組織、空隙のめり込み（部分圧縮）に

よるものである。繊維方向圧縮に比べて大きな変形が生じるために、仕上げ、長期使用

上の隙間などの配慮しておく必要がある。 
化粧材、造作材などの非構造材的な利用もありうるが、構造材料と異なるようなラ

ミナ構成や製造技術は今後の課題と考える。例えば表板の方向性や節などの存在が、

化粧性やデザインとしての印象に連結する。 
CLT をパネル単品として既存軸組木造住宅の改修に伴う耐震補強に用いた事例があ

る。現在の宅地事情では比較的間口の狭い住宅は多く、過去の地震被害も少なくない。

耐震診断と居住空間の改修とセットになった簡易補強として有効性が考えられる。構

造、施工、デザイン的な考慮への取り組みが重視される。 
 

（3）製造・流通から見た CLT 

CLT は製材品（ラミナ）を基本としているだけに地元木材を使用したいという期待

は大きい。原材料である丸太調達、製材品、ラミナ、CLT の製造方法そのものについ

ても色々な対応が必要である。とくに大量に必要となる製材板、すなわちラミナにか

かわる周辺課題は避けて通れない。単純な技術的な課題にしても枠組壁工法の枠組材、

集成材ラミナ、直交集成板の構成部材としての厚い板は多様化する用途との組み合わ

せによっては直接、間接に影響を受ける可能性は大きいと思われる。 
欧米諸国における木造建築物の構造躯体を構成する木材は製材板が中心で寸法体系

に規則性があり、汎用性が高い。それに対してわが国の国産材の構造材料としての製

材や乾燥は柱、梁などが中心になっているので、製材板の生産にそれなりの整理、対応

が必要である。構成部材やラミナとしての強度、歩留まりを重視した木取りや乾燥な

ど技術的対応に多くの課題を呈している。基本構成要素であるラミナが人工乾燥、接

着、フインガージョイントなどの組み合わせを前提にしているだけに、生産工程にお

けるカップや反りに関わる歩留まり、エネルギーに関わる木質燃料など、地域に応じ

た対応連携も必要となる。CLT の製造装置設置については規模や形式によって対応が

大きく異なる。受注の要求条件などを考慮すれば、ラミナの生産、受注に対する緩衝機

能としてのラミナのストックや用途に適した丸太選別、そのストックなども重要とな

るであろう。とくに大型の木造建築物件は一般の住宅とは異なり、見込み生産で対応

することは難しいからである。 
木材の幅広い用途、小ロットにどのように組み合わせ、ストック方法などで対応す

るかが課題であることは間違いない。とくに国産材を対象とした CLT の新たな木質構

造への展開や用途の期待は大きいものがあるが、その製造段階ついても原木、製材、ラ

ミナなど材料供給はもとより、生産に要するエネルギーや運搬など広範囲の配慮、連

- 88 -



CLT 現しで表面のラミナの節とか色合いについては好みの分かれるところで、比較

的高齢の方は節と色違いは好まれない傾向にある。若い方（設計者もユーザーも）はそ

の逆で節こそ木材の本来の姿と認識しているようである。 
まだ物件数が少ないので目だった課題として認識されていないが 工事中の雨濡れ

によるシミや傷・ささくれの対策又は修理方法についても検討しておく必要がある。 
現状の告示ではすべての断面構成および強軸・弱軸方向に許容応力度が与えられて

いない。その制限の中で設計が行われているが、今後規準強度や許容応力度のライン

ナップが拡充されれば、さらにきめ細かな設計が行われると考えられる。金物につい

ても接合強度の高い種類や、使いやすい金物の開発が望まれるところである。 
標準化について現状では各メーカーの生産サイズはまちまちであり、設計者はどの

会社の製品を選ぶか、のところから設計を開始することになる。県産材との関係で横

もち運賃が負担となるケースも出てきている。CLT の標準化は慎重な検討が必要で、 

規格サイズを決めて建材と同様な流通と利用方法を計画する方法もあるが、はたして

CLT がそのルートに乗るかどうかは未知数である。現状の完全フリーと完全規格との

中間すなわちセミオーダーに対応できる生産システムの構築が CLT 普及に大いに貢献

するものと考えている。 
 

3.2 構造 

（1）CLT 告示以前の構法と構造計算ルート 

 CLT を用いた建築物の構法には様々な種類が考えられるが、わが国での CLT の構造

的な使われ方を、主として本事業に採択された事例から振り返ってみたい。 
CLT を活用した建築物等実証事業が始まった平成 26 年当時、直交集成板の日本農

林規格は平成 25 年 12 月に出されていたものの、まだ建築基準法上には CLT が位置付

けられていなかった。従って、純粋に CLT パネルを組み合わせるような CLT 構造と

する場合には時刻歴応答解析を行い、大臣認定を受けることが求められた。 
わが国での本格的な CLT 構造による最初の建築物とされる「おおとよ製材社員寮」

は時刻歴応答計算のルートで建てられているが、本事業においても平成 26 年度の「ナ

イス多賀城物流倉庫・事務所棟施設」、平成 27 年度の「山佐木材株式会社 CLT 工場増

築工事」等で時刻歴応答解析による大臣認定ルートでの設計が行なわれている。 
一方、当時から時刻歴応答計算によらずに CLT パネルを活用する方法として、集成

材柱梁構造などの軸組構造の中に CLT パネルを面材として使用することは可能であっ

た。この場合、令第 46 条第 2 項のルートにより許容応力度計算を行うか、あるいは倍

率の認定を取得すれば壁量計算で設計可能ということになる。CLT パネルは、もとも

と鉛直荷重を負担することができるので、法的な制約を回避するための方法として考

え出された構法とも言えるが、特に平成 27 年度補助事業まではこの構法で建てられた

建築物も多く、それぞれに工夫がなされている。 
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- 91 -
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- 90 -



（4）CLT の接合部や構造性能のデータ蓄積 

耐力壁の頂部や脚部における接合部では、CLT 構造の技術基準告示で標準的な仕様

として示された引きボルトやビス式の金物以外に、意匠や施工性、あるいは防耐火上

の要求から、ボックス形の鋼材を設けるものや、鋼板挿入型の接合、ラグスクリューボ

ルト、グルード・イン・ロッドの使用など、様々な工夫が重ねられている。こうした接

合部等については、補助事業の中で構造性能に関するデータも蓄積されており、その

データベース化によって今後の設計に有益な資料となることが期待される。 
それぞれの採択事業において、構造的な検討が精力的に行われ、標準的な構法や接

合部についての情報が蓄積されてきている。今後は、種々の要求条件に応じた標準的

な接合方法というものが選択可能となり、構造性能のデータも整備され、容易に構造

設計が行われる、という方向に向かうものと考えたい。一方、CLT 構造の多種多様な

可能性をうかがわせる試みも数多く成されてきた。こうした構造物の設計では、新た

な実験データの取得や、適切な構造計算方法の検討、さらに種々の要求を満たす各部

の設計など、前例に倣うことができない難しい面がある。しかしながら、CLT パネル

の可能性を活かした魅力的な建築構造の実現に向けて、引き続き、意欲的な試みが成

されることを期待したい。 
 

（5）CLT パネル活用事例の現状と期待すること 

実証事業における CLT 材の活用案は、以下に述べる 1）～5）案に概略まとめられ

る。なお、6）～8）案は、近々実現されることが期待される案である。 
 

1）壁板、床板共 CLT による壁構造案である。 
ほぼ全構造材に CLT 材を使用する工法である。接合金物が凵字型のため、CLT 材の

外側に接合金物が見えてくる。そのため、⊥字型として埋込型の接合金物の実験も実

証事業で行われている。 

 

床-床接合

床板CLT

壁-床
接合

壁板CLT
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2）木造軸組工法（集成材、LVL 等）+耐力壁、壁（CLT）+床板（CLT）の組合せによ

る建物案である。 
 軸組は木質の別材料（集成材、LVL 等）を用いて架構を組み立て、壁（耐力壁含む）、

床等、面材が必要な部位に CLT を使用する工法である。 

3）中高層の鉄骨造建物の床板に CLT を使用する案である。 
床板の水平剛性の確保はもとより、床板の取付け接合部の剛性、強度や、遮音性等の

検証が必要となる。 

 
4）中層の鉄骨造・鉄筋コンクリート造建物に耐力壁として CLT を使用する案である。 

新築の建物に使用することは当然であるが、耐震補強にも活用されることも期待し

たい。その実験と検証も行われている。 

床板にCLT

デッキプレートの上に
コンクリート打設の床

壁(CLT)

床板
(CLT)

大梁
(集成材、LVL等)

柱(集成材、LVL等)

床板
(CLT)
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（4）CLT の接合部や構造性能のデータ蓄積 
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な接合方法というものが選択可能となり、構造性能のデータも整備され、容易に構造

設計が行われる、という方向に向かうものと考えたい。一方、CLT 構造の多種多様な

可能性をうかがわせる試みも数多く成されてきた。こうした構造物の設計では、新た

な実験データの取得や、適切な構造計算方法の検討、さらに種々の要求を満たす各部

の設計など、前例に倣うことができない難しい面がある。しかしながら、CLT パネル

の可能性を活かした魅力的な建築構造の実現に向けて、引き続き、意欲的な試みが成

されることを期待したい。 
 

（5）CLT パネル活用事例の現状と期待すること 

実証事業における CLT 材の活用案は、以下に述べる 1）～5）案に概略まとめられ

る。なお、6）～8）案は、近々実現されることが期待される案である。 
 

1）壁板、床板共 CLT による壁構造案である。 
ほぼ全構造材に CLT 材を使用する工法である。接合金物が凵字型のため、CLT 材の

外側に接合金物が見えてくる。そのため、⊥字型として埋込型の接合金物の実験も実

証事業で行われている。 

 

床-床接合

床板CLT

壁-床
接合

壁板CLT
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コア(CLT造又はS造、
RC造が考えられる)

床板はCLT造柱

 
5）立面混構造の建物として活用される案である。 

1 階を RC 造又は S 造で、店舗、駐車場等として活用し、2 階から上階は共同住宅又

は学校等で、下図のように構成される案であり、立面混構造の建物となる場合、異種構

造間の接合詳細に留意することが必要となる。 
 

 
6）平面混構造の建物として活用される案である。 

一体として設計する場合、水平構面を介して異なる構造の耐震要素間の力の伝達に

充分配慮すべきである。また、作用する荷重に応じた強度、剛性、変形能力を確保する

必要がある。 
 

 

 

コア等を集中配置した場合 コア等を分散配置した場合 
 
7）屋根に折板構造を採用される案の例である。 

CLT造 CLT造 CLT造

RC造又はS造

柱

耐力壁にCLT

主体構造(RC造又はS造)

RC造又はS造

CLT造又はCLT板(耐力壁付)ラーメン造
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 CLT は直交集成板と言われるように面材である。その面材としての架構形式に折板

構造がある。なお、写真は折り紙によって作成された折板形状を示す例である。 
   

     
8）鉛直部材、水平部材共・CLT による折板を用いた架構形状の例である。 

折板の屋根面は、折っている面と直交方向の水平剛性の確保に注意する必要がある

が、そんな遠くない時期に、このような架構フレームが展開され、直交集成板（CLT）

の活用範囲が拡大していくことを期待したい。 
 

 
 
3.3 防火 

（1）CLT 告示以降の使い方 

 これまでの CLT を活用した建築物等実証事業を概観すると、平成 26～27 年におい

ては、木造で実現が比較的容易な防火構造外壁部分に CLT 等を非耐力パネルとして軸

組造に使用したり、CLT 等を仕上げ材料として防火上の規制を受けないようにした提

案が中心であった。平成 28 年度（特に補正予算による実証事業）以降の提案について

は、耐火構造床（1 時間耐火構造、2 時間耐火構造）、特に、鉄骨造の架構に CLT パネ

ルを床版として使用するといった部材の性能実証や、燃えしろ設計による準耐火構造

の提案による建築物の建築実証の提案が行われるようになり、建築物の高層化や平面

的な大規模化に伴う建築防火上の開発の提案がされるようになった。 
 これは、平成 26 年度林野庁委託事業「CLT 等新たな製品・技術の開発促進事業のう

ち中高層建築物等に係る技術開発等の促進（耐火部材開発）」において、2 時間耐火構

造 CLT 床（梁は鉄骨造）の開発が実施され（平成 28 年 5 月に国土交通大臣の認定を
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RC造が考えられる)

床板はCLT造柱
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必要がある。 
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取得 1)）、平成 28 年 3 月には、CLT 等の燃えしろ設計が平成 27 年国土交通省告示第

253 号と平成 12 年建設省告示第 1358 号に追加されたことが、その背景として上げら

れる。これらの情報については、平成 27 年 3 月の研究成果報告書 2)や、平成 26 年に

林野庁及び国土交通省が CLT の普及に関する施策を計画的に進めるとともに、その具

体的内容とスケジュールを幅広く周知し、関係者の取組を促進するために公表された

ロードマップにも明記されており、これらを参考に提案されたことが推察される。 
 
（2）CLT と耐火構造 

 耐火構造についてみると、平成 26 年建設省告示第 1399 号に木造（耐力・非耐力）

の外壁と間仕切り壁について仕様が例示されている。しかし、被覆厚が厚いことから、

厚さのある CLT パネルに使用することには設計上の利点が見い出されず、仕様が例示

されてない床に関する国土交通大臣認定の取得がこれまでの実証事業で提案されてい

る。なお、木造の耐火構造については荷重支持部の燃え止まりに関する知見が十分で

ないために荷重支持部の炭化が制限されており、平成 26 年度林野庁委託事業 1)では、

鉄骨架構の耐火性能を上げて鉄骨の温度を CLT パネルの炭化を防止する温度以下にし

て梁と床の接合部での炭化を防止する検討が行われている。今後、燃え止まりに関す

る知見が蓄積されて CLT パネルの炭化が許容されるようになり、床と同じ耐火時間の

梁（一般に鋼材の温度は CLT パネルの炭化温度より高い）との組み合わせが可能にな

れば、より経済的な設計が可能となる。また、準耐火構造について燃えしろ設計を行う

場合も、CLT を用いる場合は直交層があること、最外層の平行層のラミナの炭化によ

るパネル耐力の低下が比較的大きいことから、厚いパネルの利用が想定される床や、

壁が比較的多く用いられる共同住宅のような用途の建物に適していることは、これま

での実証事業において提案されてきた通りである。 
 
参考文献（3.3） 
1) (公社)日本住宅・木材技術センター、(一社)日本 CLT 協会、平成 28 年度都市の木

質化等に向けた新たな製品・技術の開発・普及委託事業（CLT 普及促進）事業報告書、

平成 29 年 3 月 
2) 山佐木材株式会社、平成 26 年度予算林野庁委託事業「CLT 等新たな製品・技術の

開発促進事業のうち中高層建築物等に係る技術開発等の促進（耐火部材開発）」「綱構

造オフィスビル床の CLT 化」（耐火部材開発）研究成果報告書、平成 27 年 3 月 
 
3.4 耐久性 

（1）耐久性上の留意点 

CLT は欧米を中心に大規模商業施設等で広く使われている。日本においてもこの林

野庁事業を中心として各地で建設が計画・着工されており、国産材の大幅な需要拡大
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の一端を担っている。日本は北欧・北米と比較して高温・多湿な気候であり、CLT な

ど木質材料を使用した構造物に対しては、木材腐朽菌やシロアリなどの木材劣化生物

への対策が必要である。しかし、現在はべた基礎による工法的な対策に留まり、抜本的

な耐久設計法は未確立である。また土台のめり込みを懸念して、土台を配さずに基礎

に直接、CLT を緊結させる場合が多い。CLT は６面のうち４面に水を吸いやすい木口

面が出現するため、このような場合は防水材等を基礎との間に入れるなどの対策が必

要である。 
 

（2）CLT 活用事例と耐久性上の工夫 

協同組合オホーツクウッドピア（北海道北見市、２階建、CLT 工法、実証事業外・

平成 27 年竣工）では、深浸潤処理したカラマツ集成材を土台に使用している。建物自

体はカラマツラミナで構成された CLT を使用したセミナーハウスで、壁、床に CLT が

使用されている。１階壁は室内外両面に GL から 1m 部分を表面処理してあり、室内

側の表面処理部分は利用者に直接触れないよう薄板で覆ってある。平成 28 年度実施の

福岡県大牟田市の整骨院併用住宅では、三角屋根（壁を兼ねる）が特徴的な建物で、銅
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布後、撥水剤も塗布し、施工中の（雨）水の浸入や薬剤の溶脱を抑える工夫が認められ

ている。 
また CLT を外壁や屋根、ベランダなどの屋外で使った建物も建てられている。施工

時には塗装がなされており、再塗装等メンテナンスを定期的に実施すれば美観を損ね

る心配はない。しかし塗装だけでは雨水の浸入を防ぐことはできない。さらに乾湿繰

り返しによる変形が進むと、雨水の滞留を招きやすく、水の滞留が長期間に亘ると腐

朽リスクが高まる。集成材を屋根に使用した公共建築物の例ではあるが、木口面が暴

露された状態で使用され、施工後 15 年で子実体（きのこ）が目立ち始め、施工後 20
年を経た現在、軒先の端部が一部崩落してしまうほど腐朽が進んでしまった事例もあ

る。木質感溢れる外観は確かに好まれるが、耐久性の観点から言えば、部材交換しにく

い CLT を直接雨がかりするような屋外で使用するのではなく、交換しやすい木製外装

材を CLT の上に貼るなど工夫が必要である。平成 27 年度補正実施の三東工業社（滋

賀県甲賀市、CLT パネル工法、平屋建）は、屋外に面した CLT には基本的に塗装した

ヒノキの羽目板を貼ることにより、CLT へ直接太陽光、風雨の影響が及ばないよう配

慮がなされている。 
 長持ちさせることで材料としての信頼性が高まる。今後、CLT パネル自体の高耐久

化や維持管理・点検を含めた耐久設計法が確立され、CLT を使用した建物が末永く親
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て梁と床の接合部での炭化を防止する検討が行われている。今後、燃え止まりに関す

る知見が蓄積されて CLT パネルの炭化が許容されるようになり、床と同じ耐火時間の

梁（一般に鋼材の温度は CLT パネルの炭化温度より高い）との組み合わせが可能にな

れば、より経済的な設計が可能となる。また、準耐火構造について燃えしろ設計を行う

場合も、CLT を用いる場合は直交層があること、最外層の平行層のラミナの炭化によ

るパネル耐力の低下が比較的大きいことから、厚いパネルの利用が想定される床や、

壁が比較的多く用いられる共同住宅のような用途の建物に適していることは、これま

での実証事業において提案されてきた通りである。 
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3.4 耐久性 

（1）耐久性上の留意点 

CLT は欧米を中心に大規模商業施設等で広く使われている。日本においてもこの林

野庁事業を中心として各地で建設が計画・着工されており、国産材の大幅な需要拡大
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しまれることを切に願う。 
 
3.5 温熱環境 

（1）CLT 温熱環境測定の現状と期待 

本実証事業では、耐震性能、防火性能、遮音性能、施工の合理化などに関する提案が

多くを占めているが、「温熱環境」についても、「松栄建設本社・高性能 CLT オフィス

建築の実証事業（平成 28 年度補正実施）」の断熱・気密性能と省エネ空調設備の実測

検証の提案など、今後の成果が期待されるものも見られるようになった。しかしなが

ら、CLT 建築の普及にあたっては、「温熱環境」に関する更なる実証データの蓄積を期

待したいところである。 
「温熱環境」という言葉から、多くの人は「部屋の暖かさ・涼しさ」を連想するであ

ろう。「部屋の暖かさ・涼しさ」は、「建築（方位、室の配置、断熱、気密、日射熱制御

など）」、「設備機器（機器の種類、使用時間、設定温度など）」、「人の行為（着衣状況、

代謝量、好みなど）」によって決まる。また、人間の感覚は、空気温度だけでなく、周

壁の表面温度や湿度、気流によっても左右される。そのため、「温熱環境」について総

合的な実証を行う場合は、「建築」、「設備機器」、「人の行為」を把握しつつ、温湿度や

表面温度などの環境要素を測定し、CLT の特性を踏まえた考察をする必要があり、非

常にハードルが高い。例えば、季節ごとに、「設備機器」、「人の行為」を制限した上で、

データを取得するなど、知恵を絞った実証提案が必要と言える。 
一方、「温熱環境」を形成する上での CLT の特性に特化した実証という考え方もあ

り得るであろう。例えば、断熱材の施工方法（金物の断熱補強などを含む）や躯体の通

気層の設け方に応じた躯体内の温湿度状況の把握、パネルの突合せ部分に生じる隙間

の処置の方法と建物の気密性の把握などが考えられる。これらは、温熱環境の総合的

な実証と比べると、やや地味な作業に見えるかもしれないが、CLT 建築の普及にあた

っては、非常に有用な知見となる。 
 

（2）CLT 温熱物性値の整備 

本事業とは直接関係ないかもしれないが、CLT 業界全体に期待したいこととして、

「CLT の物性値の整備」を挙げさせていただく。建物の断熱性能の目標値を設定して、

それを実現するための断熱材を選定するためには、CLT の「熱伝導率」が不可欠であ

る。また、壁体内における結露のリスクを詳細に検討する場合は、「熱伝導率」に加え

て、「密度」、「比熱」、「湿気伝導率」などの物性値が必要となる。各物性値の試験方法

は JIS 等に定められているものの、CLT の代表的な物性値は示されていない。参考ま

でに、欧州規格（EN 12524:2000）においても、「無垢の木材パネル（SWP）及び単板

積層材（LVL）は、暫定的な措置として合板の物性値を採用しても良い」としているに

とどまり、CLT の物性値は定められていない。物性値は、CLT の樹種などによるため、

- 98 -



一概に決めることは困難であることは承知しているが、CLT 建築の断熱性能や結露の

リスクを正しく評価するためにも「CLT の物性値の整備」は、不可欠である。また、

上記に例示した実証データの考察にあたっても物性値は必要となる。 
本項が今後の実証データ蓄積のヒントにつながるものになれば幸いである。 

 
3.6 全体講評 

（1）実証事業の位置づけと応募案件の動向 

 この CLT 活用建築物等実証事業は、平成 26～29 年度の 4 年間にわたって行われた。

検討委員会では、応募案に対して採否の原案を作成するとともに、採択されたものに

ついては、委員が手分けをして現地調査（建て方や実験など）を行ない、それぞれの実

証内容について確認を行った。事業実績は、4 年間で 49 件である。 
 検討委員会は、上記の各委員による講評の項目のように、材料、構造、防耐火、耐久

性、環境の専門家で構成されているが、設計や施工の実務にも詳しい委員もおり、個々

の CLT 建築物を建てることに関する問題点や可能性を議論するのにふさわしい顔ぶれ

となっている。 
 委員各自の講評は、専門分野ごとにそれぞれ分担して書かれているので、以下はこ

の検討委員会の委員長としての全体講評である。もちろん、木造の専門家としてこの

実証事業に関わった委員としての私見も含まれていることをおことわりしておきたい。 
 CLT 建築物の建設を普及促進することは、今や国を挙げて行われている一大事業と

いえる。材料規格としての JAS の制定や、建築基準法における基準強度の設定や CLT
パネル工法の技術基準の制定、研究者による振動台実験を含む構造実験や、民間工場

における生産ラインの新設拡充など、きわめて多方面にわたって、CLT を建築物に使

うための体制作りが活発に行われてきた。 
 そのような動きの中で、この実証事業は、実際に建てられる CLT 建築物に即して、

構造、防耐火、耐久性、環境などの性能や、それに対応した設計、施工に関わる個々の

課題を、どのように解決できたかを実証するものであり、さらには今後にどのような

課題が残されたかを、個別的具体的に実証したものである。これらの成果は、今後の

CLT 建築物の普及発展のために、多くの重要な情報を提供することができたと思われ

る。 
 この実証事業の期間中に、とくに建築基準法関係の整備がある程度進んだので、平

成 26 年度と平成 28 年度もしくはそれ以降とでは、法令上の制約に差があった。構造

設計法も時刻歴応答計算を行ったものものあったが、CLT パネル工法の技術基準制定

後はその中のいずれかの計算ルートよったものが中心になっている。防耐火に関して

も、準耐火や 2 時間耐火の事業も出てきている。ただ、そのいずれにしても、設計者

の方々がその時点で法令上可能な設計を試みているということは、実感できた。 
 CLT 建築物の種類や規模、工法の面では、全期間を通じて、CLT のメリットをいか
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しまれることを切に願う。 
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多くを占めているが、「温熱環境」についても、「松栄建設本社・高性能 CLT オフィス

建築の実証事業（平成 28 年度補正実施）」の断熱・気密性能と省エネ空調設備の実測

検証の提案など、今後の成果が期待されるものも見られるようになった。しかしなが

ら、CLT 建築の普及にあたっては、「温熱環境」に関する更なる実証データの蓄積を期

待したいところである。 
「温熱環境」という言葉から、多くの人は「部屋の暖かさ・涼しさ」を連想するであ

ろう。「部屋の暖かさ・涼しさ」は、「建築（方位、室の配置、断熱、気密、日射熱制御
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代謝量、好みなど）」によって決まる。また、人間の感覚は、空気温度だけでなく、周

壁の表面温度や湿度、気流によっても左右される。そのため、「温熱環境」について総

合的な実証を行う場合は、「建築」、「設備機器」、「人の行為」を把握しつつ、温湿度や

表面温度などの環境要素を測定し、CLT の特性を踏まえた考察をする必要があり、非

常にハードルが高い。例えば、季節ごとに、「設備機器」、「人の行為」を制限した上で、

データを取得するなど、知恵を絞った実証提案が必要と言える。 
一方、「温熱環境」を形成する上での CLT の特性に特化した実証という考え方もあ

り得るであろう。例えば、断熱材の施工方法（金物の断熱補強などを含む）や躯体の通

気層の設け方に応じた躯体内の温湿度状況の把握、パネルの突合せ部分に生じる隙間

の処置の方法と建物の気密性の把握などが考えられる。これらは、温熱環境の総合的

な実証と比べると、やや地味な作業に見えるかもしれないが、CLT 建築の普及にあた

っては、非常に有用な知見となる。 
 

（2）CLT 温熱物性値の整備 

本事業とは直接関係ないかもしれないが、CLT 業界全体に期待したいこととして、

「CLT の物性値の整備」を挙げさせていただく。建物の断熱性能の目標値を設定して、

それを実現するための断熱材を選定するためには、CLT の「熱伝導率」が不可欠であ

る。また、壁体内における結露のリスクを詳細に検討する場合は、「熱伝導率」に加え

て、「密度」、「比熱」、「湿気伝導率」などの物性値が必要となる。各物性値の試験方法

は JIS 等に定められているものの、CLT の代表的な物性値は示されていない。参考ま

でに、欧州規格（EN 12524:2000）においても、「無垢の木材パネル（SWP）及び単板

積層材（LVL）は、暫定的な措置として合板の物性値を採用しても良い」としているに

とどまり、CLT の物性値は定められていない。物性値は、CLT の樹種などによるため、
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に活かすかというさまざまな試みの提案があった。すなわち、CLT だからできる意匠

の建築物を作るというような、CLT の使い方の可能性を探るような方向のものと、CLT
の形状寸法や性能を活かして、それにふさわしい建築物を手堅く作るというような方

向のものが見られた。 
 
（2）CLT 建築物の意匠と性能 

 まず、ある建物を木造で作ろうとする動機を考えてみる。かつては（昭和 30 年代こ

ろまでは）、鉄筋コンクリート造や鉄骨造よりも木造が安かったので、ごく自然に木造

が採用された。しかし、その建設費は今や逆転している。そのような状況の中で木造で

作ろうとする場合、多少費用が高くなる分を補うだけのメリットが必要である。現時

点でそのメリットの最大のものは、資源あるいは環境問題であり、だからこそ国も木

造化を推進している。一方、個々の施主にしてみれば、その建築物を木造にすることに

よる直接のメリットがなくてはならないだろう。たとえば集成材建築物はこれまでに、

鉄筋コンクリート造や鉄骨造では不可能な非常に多様な空間を生み出しており、それ

が採用の理由のひとつになっている。 
 それでは、CLT 建築物には、どのようなメリットがあるだろうか。この実証事業で

は、いわばあの手この手で、メリットを探しだそう、生み出そうという努力にあふれて

いる。 
 材料としての CLT の特徴のひとつは、その形状がパネル状（厚板状）をしていると

いうことである。したがって、壁や床に使うことはごく自然なことである。その場合、

必然的に接合部が必要であるが、この実証事業全体を通して、実験を中心にした開発

研究が行われている。もちろん、接合強度が最重要であるが、製作・施工精度の問題

や、現わしになる場合の意匠の問題などがある。 
 他方性能面では、構造、防耐火、耐久性、環境などにわたって、定量的に評価できる

ようになってきている。実証事業では、このような CLT のどの性能を活かして CLT 建

築物を設計するかが、設計者の腕の見せ所のひとつであった。 
 なお、CLT を使った大胆なデザインの建築物の提案があったが、耐久性に関係する

雨仕舞いなど、CLT 特有の問題点に対する配慮が必要であることも明らかになってき

た。 
 
（3）CLT の製造・設計・施工体制 

 CLT を建築物に使う大きな理由のひとつは、いうまでもなく資源の有効利用であり、

そのことを通じて地域の活性化をはかることである。しかしながら、現時点で CLT を

製造できる工場の数はきわめて限られており、まず原木をその産地からその工場まで

輸送しなければならない。この実証事業でも、CLT の製造はそれらの工場に限定され

ている。そしてさらにその工場から建設現場への輸送が必要である。 
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 この実証事業は、限定された建築物が対象であり、全国的な工場の配置などの問題

まで直接に検討するには至らなかったが、個別の採択事業を横断的に検討すれば、そ

のための何らかの情報が引き出せると思われる。

 昭和の終わりころから、中・大規模の木造建築物が新築されるようになったが（木造

の復活）、その初期のころには、その設計とくに構造設計の方法（ノウハウ）がほとん

ど失われていた。鉄筋コンクリート造や鉄骨造に堪能な構造技術者も、木造の構造設

計となると、一から勉強しなければならなかった。そしてその状況は、30 年ほども経

った現在でも、ほとんど改善されていない。

そこへ新しい木質構造材料である CLT が現れたので、それを用いた建築物の構造設

計は、いきおい中・大規模木造に心得のある数少ない構造技術者に頼らざるをえない。

この実証事業でも、その傾向が明らかである。CLT 建築物の建設を進めるためには、

構造技術者を中心とした技術者を育成する必要性が高い。もちろん、CLT に特化しな

くても、まず木造の構造設計ができる技術者の育成である。

 設計と同じく、木造建築物の施工でも、そのノウハウが失われたままと言ってよい。

さらに CLT となると大型のパネルなので必然的に重機が必要で、その取り回しにも技

能を要する。この実証事業では、多くの現場で建て方時点での現地調査が行われてい

るが、その現場ごとの状況に応じて対応しているようであった。

おそらくこれからも当分の間、施工業者にとっては、「CLT 建築物の施工は初めて

だ。」という状況が続くと思われる。CLT 建築物は、この実証事業でも示されたように、

様々な用途、規模、工法のものがあり、一般的な施工マニュアルをつくることはなかな

か困難であると思われる。しかし、この実証事業の各現場で発生した問題点やその解

決策は、今後の施工の大きな参考になるものと思われる。

（4）実証事業に求めるもの

この実証事業は、個別的な CLT 建築物の設計、建設に即したものであるが、そこで

得られた情報がこれから作られる CLT 建築物の設計や施工に活かされる必要がある。 
 その場合、「このような課題があり、それはこのようにして解決できた。」という情報

はもちろんきわめて重要であるが、「このような課題があり、それにたいしてこのよう

な解決法も検討したが、それはこれこれの理由で採用できなかった。」という情報も重

要である。CLT 建築物が、発展途上の構法であることを考えると、なるべく効率的に

技術開発を進めてゆく必要があると思われる。

なお、この実証事業で建てられた CLT 建築物が、今後どのように活用されてゆくか、

また、耐久性上の問題が発生しないかなどについて、追跡調査を望みたい。
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